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    平成２７年玉村町議会第１回定例会会議録第１号      
 

平成２７年３月３日（火曜日） 

                                         

議事日程 第１号 

   平成２７年３月３日（火曜日）午前９時開議 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期の決定 

日程第 ４ 閉会中における所管事務調査報告 

日程第 ５ 請願の付託 

日程第 ６ 町長施政方針 

日程第 ７ 承認第 １号 専決処分を報告し、承認を求めることについて（平成２６年度玉村町一 

             般会計補正予算（第８号）） 

日程第 ８ 議案第 １号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行 

             に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 

日程第 ９ 議案第 ２号 玉村町教育委員会教育長の勤務時間、休暇等に関する条例の制定につい 

て 

日程第１０ 議案第 ３号 玉村町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制 

             定について 

日程第１１ 議案第 ４号 玉村町まちなか交流館条例の制定について 

日程第１２ 議案第 ５号 玉村町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例 

             の制定について 

日程第１３ 議案第 ６号 玉村町保育料徴収条例の制定について 

日程第１４ 議案第 ７号 玉村町土砂等による埋立て等の規制に関する条例の制定について 

日程第１５ 議案第 ８号 玉村町道の駅条例の制定について 

日程第１６ 議案第 ９号 玉村町職員定数条例の一部改正について 

日程第１７ 議案第１０号 玉村町職員共済会に関する条例の一部改正について 

日程第１８ 議案第１１号 玉村町職員の給与に関する条例の一部改正について 

日程第１９ 議案第１２号 玉村町介護保険条例の一部改正について 

日程第２０ 議案第１３号 玉村町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支 

             援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め 

             る条例の一部改正について 
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日程第２１ 議案第１４号 玉村町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基 

             準を定める条例の一部改正について 

日程第２２ 議案第１５号 玉村町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並 

             びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な 

             支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

日程第２３ 議案第１６号 玉村町社会体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

日程第２４ 議案第１７号 玉村町保育所設置条例の一部改正について 

日程第２５ 議案第１８号 玉村町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第１９号 玉村町小口資金融資促進条例の一部改正について 

日程第２７ 議案第２０号 平成２６年度玉村町一般会計補正予算（第９号） 

日程第２８ 議案第２１号 平成２６年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第２９ 議案第２２号 平成２６年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第３０ 議案第２３号 平成２６年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第３１ 議案第２４号 平成２６年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第３２ 議案第２５号 平成２６年度玉村町宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第３３ 議案第２６号 平成２７年度玉村町一般会計予算 

日程第３４ 議案第２７号 平成２７年度玉村町国民健康保険特別会計予算 

日程第３５ 議案第２８号 平成２７年度玉村町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第３６ 議案第２９号 平成２７年度玉村町介護保険特別会計予算 

日程第３７ 議案第３０号 平成２７年度玉村町介護予防サービス事業特別会計予算 

日程第３８ 議案第３１号 平成２７年度玉村町下水道事業特別会計予算 

日程第３９ 議案第３２号 平成２７年度玉村町宅地造成事業特別会計予算 

日程第４０ 議案第３３号 平成２７年度玉村町水道事業会計予算 

日程第４１ 議案第３４号 工事請負変更契約の締結について（たまむら道の駅（仮称）建設工事） 

日程第４２ 議案第３５号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について 

日程第４３ 議案第３６号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委託に関する協議について 

日程第４４ 議案第３７号 町道路線の廃止について 

日程第４５ 議案第３８号 町道路線の認定について 

日程第４６ 意見第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

                                         

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１５人） 

        ２番  渡 邉 俊 彦 君        ３番  石 内 國 雄 君 

        ４番  笠 原 則 孝 君        ５番  齊 藤 嘉 和 君 

        ６番  備前島 久仁子 君        ７番  筑 井 あけみ 君 

        ８番  島 田 榮 一 君        ９番  町 田 宗 宏 君 

       １０番  三 友 美惠子 君       １１番  髙 橋 茂 樹 君 

       １２番  浅 見 武 志 君       １３番  石 川 眞 男 君 

       １４番  宇津木 治 宣 君       １５番  川 端 宏 和 君 

       １６番  柳 沢 浩 一 君 

欠席議員（１人） 

        １番  原   秀 夫 君 

                                         

説明のため出席した者 

町     長 貫 井 孝 道 君 副  町  長 重 田 正 典 君 

教  育  長 新 井 道 憲 君 総 務 課 長 高 井 弘 仁 君 

経営企画課長 金 田 邦 夫 君 税 務 課 長 月 田 昌 秀 君 

健康福祉課長 小 林   訓 君 子ども育成課長 齋 藤 修 一 君 

住 民 課 長 山 口 隆 之 君 
生活環境安全 
課     長 

斉 藤 治 正 君 

経済産業課長 大 谷 義 久 君 都市建設課長 高 橋 雅 之 君 

上下水道課長 木 暮 秀 博 君 
会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 

金 井 満 隆 君 

学校教育課長 小板橋   保 君 生涯学習課長 井 野 成 美 君 

                                         

事務局職員出席者 

議会事務局長 石 関 清 貴 
庶 務 係 兼 
議事調査係長 

松 田 純 一 

主     査 関 根 聡 子   
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〇原 秀夫議員追悼 

◇議長（柳沢浩一君） おはようございます。さて、冒頭ではありますけれども、議員各位に、ある

いは執行各位にとりましても大変悲しくつらい報告を申し上げなければなりません。 

 原秀夫議員におかれましては、かねてより２月１９日から伊勢崎佐波医師会病院のほうで病気療養

中でありましたけれども、本日未明、逝去されました。まだまだこれから議員として大きく羽ばたき、

成長していただける方だと思っていただけに、なおのことまことに残念でなりません。 

 ただ、この上は、今議会開会をされたところでありますから、この議会を町の発展の礎となるよう

な発展的な議論と建設的な議論をする中で、この議会をしっかりとお互いに町のためになるような議

会として閉会をできるまでやり尽くすことが、原議員のせめてもの思いではないかと思います。改め

て報告を申し上げるところであります。 

 ここで、原議員に対して、冥福を心からお祈りをいたしまして、黙祷をささげたいと思います。ご

起立をお願いいたします。それでは、原議員に我々の誠をささげ、黙祷をいたします。 

 黙祷。 

              〔黙  祷〕 

◇議長（柳沢浩一君） お直りください。ありがとうございました。 

                      ◇                   

〇議長挨拶 

◇議長（柳沢浩一君） 改めておはようございます。平成２７年玉村町議会第１回定例会の開会に当

たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 議員各位におかれましては、平成２７年玉村町議会第１回定例会が招集されましたところ、年度末

を控え公私ともにご多用のところご参集をいただきましたことに対し、厚くお礼を申し上げます。 

さて、今定例会は平成２６年度の補正予算を初め平成２７年度の諸施策を展開する上での根拠とな

る条例や予算等の重要な議案を審議する議会であります。開会後には、町長から平成２７年度の町政

運営に当たり、重要施策や予算について施政方針が表明され、あわせてその施政方針を実現するため

の諸施策の実施に必要となる議案についても詳細な説明がなされるものと思います。議員各位におか

れましては、住民の負託に応えるため、各議案に対しあらゆる角度から慎重な審議を尽くされ、適正

にして妥当な議決が得られますよう願うところであります。 

また、今定例会には、１０名の議員から一般質問の通告がなされておりますが、活発な議論が行わ

れるものと期待をしております。会期長き今定例会になりますが、議員並びに町長を初め執行各位に

おかれましては、体調には十分に留意をされ、今定例会に臨まれますようお願いを申し上げて、開会

に当たっての挨拶といたします。 

なお、本来ですと、この後永年勤続の表彰を受けられた議員各位、あるいはまた広報に対する表彰

を受けましてこの伝達式を行う予定でありましたけれども、諸般のこうした事情によりまして、これ



－5－ 

は取りやめとし、最終日に行いたいと思いますので、ご了解をいただきたいと思います。 

                      ◇                   

〇開会・開議 

   午前９時８分開会・開議 

◇議長（柳沢浩一君） それでは、早速開会したいと思います。ただいまの出席議員は１５名であり

ます。定足数に達しておりますので、これより平成２７年玉村町議会第１回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第１ 諸般の報告 

◇議長（柳沢浩一君） 続きまして、日程第１、諸般の報告を申し上げます。 

 初めに、監査委員から、地方自治法第１９９条第９項の規定による定期監査報告が、また同法第

２３５条の２第３項の規定による例月出納検査報告が議長に提出されております。１２月から２月に

実施されました監査、検査の結果については、お手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第２ 会議録署名議員の指名 

◇議長（柳沢浩一君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員には、玉村町議会会議規則第１２７条の規定により、８番島田榮一議員、９番町田

宗宏議員の両名を指名いたします。 

                      ◇                   

〇日程第３ 会期の決定 

◇議長（柳沢浩一君） 日程第３、会期の決定について。 

 本定例会の会期につきましては、去る２月２４日に議会運営委員会を開催し、審査をしております

ので、議会運営委員長の報告を求めます。 

 三友美惠子議会運営委員長。 

              〔議会運営委員長 三友美惠子君登壇〕 

◇議会運営委員長（三友美惠子君） まず初めに、原議員のご冥福をお祈り申し上げます。 

 それでは、始めさせていただきます。平成２７年玉村町議会第１回定例会、議会運営委員長報告を

申し上げます。平成２７年玉村町議会第１回定例会が開催されるに当たり、去る２月２４日午前９時

より、役場４階会議室において議会運営委員会を開催し、議事日程を作成いたしましたので、ご報告

申し上げます。詳細につきましては、お手元に配付してあるとおりでございます。 

 会期は、本日から３月１８日までの１６日間といたします。 

今定例会に町長から提案される議案は、承認１件、議案３８件、意見１件の４０議案を予定してい
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ます。概要につきましては、まず日程１日目の本日は、各常任委員長より閉会中における所管事務調

査の報告があります。次に、請願２件の付託を行います。次に、町長から平成２７年度の施政方針が

示されます。その後、承認第１号について提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。次に、議

案第１号から議案第３号までの３議案について一括提案説明があり、それぞれ質疑、討論、表決を行

います。次に、議案第４号について提案説明があり、総括質疑の後、委員会付託を行います。続いて、

議案第５号について提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。次に、議案第６号から議案第８号

までの３議案についてそれぞれ提案説明があり、総括質疑の後、委員会付託を行います。次に、議案

第９号から議案第１２号までの４議案についてそれぞれ提案説明があり、質疑、討論、表決を行いま

す。続いて、議案第１３号から議案第１５号までの３議案について一括提案説明があり、それぞれ質

疑、討論、表決を行います。次に、議案第１６号から議案第１９号までの４議案についてそれぞれの

提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。その後、議案第２０号から議案第２５号までの平成

２６年度補正予算関係６議案について一括提案説明があり、それぞれ質疑、討論、表決を行います。

次に、議案第２６号から議案第３３号までの平成２７年度予算関係の８議案について一括提案説明が

あり、総括質疑の後、予算特別委員会を設置し、付託を行います。次に、議案第３４号から議案第３８号

までの５議案についてそれぞれ提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。続いて、意見第１号

について提案説明があり、質疑、討論、表決を行い、散会となります。本会議散会後、予算特別委員

会が開催され、正副委員長の選出を行います。 

日程２日目は、総務常任委員会が開催されます。 

日程３日目は、経済建設常任委員会が開催されます。 

日程４日目は、文教福祉常任委員会が開催されます。 

日程５日目、６日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

 日程７日目は、予算特別委員会が開催され、総務常任委員会所管の歳入歳出質疑が行われます。 

 日程８日目も引き続き予算特別委員会が開催され、経済建設常任委員会及び文教福祉常任委員会所

管の歳入歳出質疑を行い、予算特別委員会としての討論、表決を行います。 

 日程９日目は、休会とします。 

 日程１０日目は、午前９時開議、一般質問を行います。質問者は５名です。 

 日程１１日目は、中学校卒業式のため、日程第１２日目、１３日目は土曜日、日曜日のため休会と

いたします。 

 日程１４日目は、午前９時開議、一般質問を行います。質問者は５名です。 

 日程１５日目は、事務整理のため休会とします。 

 日程１６日目は最終日とし、午後１時３０分から議会運営委員会が開催され、午後２時から議会全

員協議会が開催されます。その後、本議会を午後２時３０分に開議し、委員会に付託されました議案

４号及び議案第６号から議案第８号までの４議案について、それぞれ委員長の審査報告があり、質疑、
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討論、表決を行います。次に、予算特別委員会に付託された議案第２６号から議案第３３号までの８議

案について、委員長の審査報告があり、質疑、討論、表決を行います。次に、委員会に付託された請

願２件について、それぞれ委員長の審査報告があり、質疑、討論、表決を行います。その後、各委員

長より開会中の所管事務調査報告と閉会中の所管事務調査の申し出を行い、閉会を予定しております。 

 以上申し上げましたとおり、効率的かつ円滑な議会運営ができますよう各位のご協力をお願い申し

上げまして、報告といたします。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で議会運営委員長の報告を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 平成２７年玉村町議会第１回定例会の会期は、議会運営委員長より報告のありましたとおり、本日

から３月１８日までの１６日間としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日から３月１８日までの１６日間とすることに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第４ 閉会中における所管事務調査報告 

◇議長（柳沢浩一君） 日程第４、閉会中における所管事務調査報告を行います。 

 初めに、総務常任委員会の調査研究について、委員長の報告を求めます。 

 石川眞男総務常任委員長。 

              〔総務常任委員長 石川眞男君登壇〕 

◇総務常任委員長（石川眞男君） おはようございます。２月１０日に中毛町村会の懇親会があって、

その帰り、私は原秀夫さんと家まで歩きながらいろんなことを話して、その声がまだ私の耳の中へ残

っているのですね。そういう意味もあって、きのうは病院に見舞いに行こうと思っていたのですけれ

ども、別の用ができて行けなかった。きょうは会えるだろうと思ったら、こういう訃報を聞きまして、

本当にびっくりして、悲しんでおります。ぜひ安らかに眠っていただきたいと思います。悲しみを乗

り越えまして、所管事務報告をさせていただきます。 

 総務常任委員会が２月９日、埼玉県鶴ヶ島市にふるさと納税についての研修ということで、視察研

修ということで行ってまいりました。総務委員、それから石関清貴議会事務局長、そして松田純一係

長が同行していただきました。それで、対応者は鶴ヶ島市議会事務局課長の渡辺章さん、それから市

民生活部地域活動推進課主査、生亀芳宏さん、それから市民生活部産業振興課主査の原野隆弘さんで

す。 

 調査経過といたしましては、税金は自分の住むまちに納めるものとばかり考えていた状況が大分変

わってきている様子なので、ふるさと納税で先頭を走っている自治体の一つである埼玉県鶴ヶ島市を

視察研修先に選び、訪問いたしました。鶴ヶ島市では、平成２６年１０月１日に、鶴ヶ島市に寄附を
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した市外の方に対して記念品を贈呈する事業を創設しました。１０月１日から受け付けを開始しまし

て、記念品数は１万円の寄附に対する記念品として２２品、３万円の寄附に対する記念品として８品、

それからそれに対する参加企業は１４社です。 

 ここに書いてあることを全部読むことはしませんけれども、この事業の目的、そして事業の狙いを

ちょっと述べさせていただきたいと思います。鶴ヶ島にとってのふるさと納税は、寄附者への記念品

を通じて地元企業等を活性化することができるということ。そして、寄附金、これをみずから獲得す

ることができる。法により納税される受け身の税金ではなく、みずからの創意工夫により本来他の自

治体に納税される税金を獲得することができる。こういう特徴があります。 

 企業にとってのふるさと納税、自治体が作成するホームページや鶴ヶ島市からの転出者へのチラシ

配布などにより、全国的に企業及びその商品をＰＲすることができます。自治体が営業活動してくれ

るということです。ふるさと納税の受け付け事務は、そのまま記念品販売の窓口となり、記念品とい

う位置づけで自治体が直接商品を購入してくれます。自治体が商品を販売するということです。自治

体がふるさと納税専門の総合サイトへ登録。ホームページへクレジット決済機能を搭載することによ

り、あたかも楽天市場のようにインターネットを通じた全国的な販売代行をしてくれるという特徴が

あります。 

 寄附者にとってのふるさと納税、これは特定の自治体へ納税を振りかえることにより、生まれ育っ

た故郷、ふるさと等を応援することができます。自治体に寄附することで、寄附額のほぼ全額が税額

控除される制度であるので、つまり寄附金から約２，０００円引いた金額がほぼ、上限はありますけ

れども、控除されるということです。このように、ふるさと納税は寄附者、地方自治体、地元企業を

つなぎ、それぞれにメリットがある制度と一面的には言うことができます。 

 そして、事業の実績として、平成２６年１２月３１日現在です。３カ月の間に６，８９９件の申し

出があり、金額にして１億１８２万７，００３円の寄附があったと。非常に大きな効果を生み出して

おります。 

 考察として、鶴ヶ島市の納税は、昨年９月に地元企業などの商品を活用した特典制度を始め、１２月

末時点で当初目標の１０倍を超える１億円の寄附を集めました。記念品の多さや寄附の使い道の選択

肢の多さ、報道などによるＰＲ効果も大きく役立っていると言えます。その意義と努力には敬意を表

したいと思います。玉村町も町内生産物等の宣伝も踏まえて対応する必要はあるだろうが、本来他の

自治体に納税されるべき税金を寄附という形で獲得するふるさと納税、記念品目当ての過剰な税金獲

得競争の弊害を見据えた対応を玉村町には求めたいと思います。 

 ふるさと納税は、住所地の自治体に納める住民税等の一部を、住民が希望すればふるさととされる

他の地方自治体に振り向けることができる制度です。このことは、受益と負担に着目した地方税の原

則に照らすと、問題なしとは言えません。住民税の全額を住所地に納めている納税者にとり、ふるさ

と納税を選択した他人の意思により当地の自治体税収が減ることは、行政サービスの低下につながり
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かねず、不利益をこうむることになりかねません。住所地の自治体の税金で賄う居住環境を得ながら、

当の本人は他の自治体に寄附し、住所地の税金控除を得てしまうとしたら、まして記念品目当ての寄

附ということになると、本来のふるさと納税の意図とかけ離れていくおそれがあります。その意味で、

寄附者に対し無料で広報紙を送る程度の対応にとどめている下仁田町、神流町、南牧村の冷静な姿勢

も指摘しておきたいと思います。 

 望むべくは、居住自治体への納税をした上でのふるさと寄附という、つまり税制控除を適用しない

ふるさと寄附、そのようなことを納税者がそういった意識を持つような納税者がふえるようにするこ

とが、意識づけることが、これからは肝要なことではないかと思います。 

 以上で委員会の調査報告といたします。 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、経済建設常任委員会の調査研究について、委員長の報告を求めます。 

 備前島久仁子経済建設常任委員長。 

              〔経済建設常任委員長 備前島久仁子君登壇〕 

◇経済建設常任委員長（備前島久仁子君） おはようございます。けさ、原議員の訃報を聞きまして、

大変びっくりするとともに、大変悲しみでいっぱいでございます。１０年前に同期でありました阿佐

美議員も、わずか議員になって数カ月で亡くなりましたけれども、そのときのことを思い出すととも

に、心より哀悼の意を申し上げたいと思います。 

 それでは、経済建設常任委員会所管事務調査が終わっておりますので、会議規則第７７条の規定に

より報告いたします。 

 日時は、２７年２月６日。大変風の強い寒い日でありましたが、県央第二水道事務所において県央

第二水道用水供給事業について視察をしてまいりました。出席委員は、経済建設常任委員会の５人の

委員と議長、それから随行者は議会事務局であります。対応者は、県央第二水道事務所長の篠原氏、

浄水係長の福田氏、管理係より五十嵐氏、林氏であります。 

 まず、県央第二水道用水供給事業の目的でありますが、県央地域は昔から地下水が非常に豊富な地

域で、それを生活水や産業水に利用してきましたが、地下水の大量の利用は地下水位の低下や地盤沈

下につながり、水質にも影響を与えていきます。そのために、地下水の適正な利用と水道水の安定の

供給を行うため、河川の表流水に水源を求めた広域水道用水供給事業が必要となってまいりました。

県央第二水道用水供給事業は、このような理由から利根川の表流水を利用して、前橋市、伊勢崎市を

中心とする利根川左岸の５市町に平成１０年から水道水を供給しております。 

 供給の方法といたしましては、ここは渋川市の北橘町の群馬用水路から取水して、約５００メート

ル離れた浄水場へ導入し、原水の調整池や薬品でろ過をしまして、そして浮遊物質など濁質を除去し

た後に殺菌消毒を行って、浄水池に貯水して、高い地域の前橋市や渋川市、桐生市へは送水のポンプ

で送って、低いところにあります前橋市、伊勢崎市、玉村町には自然の流下で供給しております。事

業の概要などはお手元の表をごらんになってください。 
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 考察。渋川市北橘町にある県央第二水道事務所は、最高で１日に１４万６，０００立方メートルの

水道の用水を供給できる県内で２番目に大きな施設であります。最近では、節水型の洗濯機の普及や

ペットボトルで水を購入する人がふえたことによって水道水の需要が減り、浄水場の稼働は当初の事

業の３分の２にまで縮小してきているとのことであります。玉村町は、ここの全供給量のうちの４％

を、１立方メートル１０７円で購入しております。これは、町の飲料水の１７％に相当する水の量で

あり、これを地下水とブレンドして各家庭へ供給していることになります。 

 県央第二水道は、群馬用水赤城幹線から取水して、８時間をかけて水処理をした後、１１時間寝か

せて、３０時間かけて町へ送水しております。処理の仕方は、玉村町にあります下水処理場とほぼ同

じ工程で水をきれいにしているのがわかります。自然界にあるごみのほかにも、果実に使う農薬、冬

の間道路の凍結を防ぐための塩化カルシウムが水に時折まざることがあるということでしたが、

２４時間監視体制で安全な水の供給に努めていることが確認できました。 

 以上で委員会の調査報告といたします。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で、経済建設常任委員長の報告を終了いたします。 

 次に、文教福祉常任委員会の調査研究について委員長の報告を求めます。 

 宇津木治宣文教福祉常任委員長。 

              〔文教福祉常任委員長 宇津木治宣君登壇〕 

◇文教福祉常任委員長（宇津木治宣君） おはようございます。冒頭に当文教福祉委員会所属の原秀

夫議員の訃報にけさ接しました。きょう報告する所管事務調査、２月１２日に行われた所管事務調査

のときにも元気に発言をなさっていましたので、１９日に病院に行くよという話を聞いていましたけ

れども、これほど重大な病気があるとは夢にも思っていませんでした。当委員会の活動の中でも積極

的に発言をされ、将来を期待しているというふうに思っていましたので、本当に残念でなりません。

ご家族の皆さんにお悔やみを申し上げるとともに、ご冥福をお祈りしたいと思います。 

 それでは、文教福祉常任委員会の調査報告を行います。日時、平成２７年２月１２日木曜日午前９時

から１１時半まで、当町の全員協議会室で行いました。調査項目は、玉村町の療育特別支援教育の現

状と課題について、学校教育課の小板橋課長、高橋係長から説明を受けました。 

 まず、玉村町の療育特別支援教育の現状と課題ですが、まず療育とは、障害を持つ子供が社会的に

自立することを目的として行われる医療と保育であります。特別支援教育とは、障害のある児童生徒

に対し、その一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善、

克服できるよう、必要な支援を行う行為であります。そして、障害とは一体何だ。視覚障害、聴覚障

害、肢体不自由、知的障害、病弱及び身体虚弱者、言語障害、これは非常に認知されやすい、見れば

わかるという障害であります。次に、自閉症、情緒障害、学習障害、注意欠陥多動性障害、これは見

ただけではわからない。集団生活の中で専門家が少しずつ発見をしていくというふうになっているそ

うであります。 
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 発達障害とはどういうものがあるかということですが、１、自閉症スペクトラム、コミュニケーシ

ョンができない。対人関係、社会性が育たない。パターン化した行動、こだわりが強い。言葉の発達

のおくれがある場合、ない場合もあると。興味、関心の偏りがあると。２として、注意欠陥多動性障

害、ＡＤＨＤといっているそうですけれども、集中できない、多動、多弁、衝動的に行動する、考え

るより先に動くということで。３番目として学習障害、読む、書く、計算する等の能力が全体の知的

発達に比べ極端に苦手という症状であります。 

 これは、専門家に言わせますと、脳機能の障害、これは育て方の問題でなく、本人の資質によるも

のだということで。発達障害がある、何も対策をしない、困難にぶつかる、周囲のサポートがない、

自分はだめだと思い始める、新たな障害が生じる。２次障害ですね。結果として、不登校、引きこも

り、不安障害、対人恐怖症、暴力的になる、非行に走る、攻撃的になる、依存症、薬物乱用、さまざ

まな問題にぶつかっていくと。玉村町としては、なるべく早く見つける早期発見、そしてなるべく早

く対応する早期支援、これに力を入れているそうであります。 

 早期発見のためには、玉村町にはにじいろファイルという、この写真のとおりのものなのですが、

保護者の要望によって、気がついたときに保護者に持ってもらうという取り組みをやっているそうで

す。配布先は保健センター、これは健診のときに渡します。就学指導、小学校に入るときに、異常が

あればこういうものはどうでしょうかと。それから、小中学校などの発達相談、保健センター通級教

室、巡回相談、発達相談、通級教室、幼稚園、保育所、小学校などでこの取り組みを進めています。 

 そして、早期支援のためには、以下のような１歳３カ月相談、１歳６カ月、２歳、３歳で行動観察、

相談を通じて保護者に紹介をすると。以下のような相談活動を行っています。 

 課題として、会場の人数の制限、限界、さまざまな特性を持った子供たちへの対応ができない。作

業療法士、臨床心理士、言語聴覚士等の専門性を持ったスタッフが必要だ。また、紹介をしているが、

親が放置して参加しない親子へのフォローも大切になると。 

 玉村町の通級教室についてはここに書かれているとおりであります。ごらんいただきたいと思いま

す。また、玉村町の発達相談人数やすくすく教室参加数などの人数については、ごらんのグラフのと

おりです。ごらんいただきたいと思います。 

 そして、玉村町の取り組みによる成果、関係機関の連携による早期発見のシステムが機能してきて

いる。障害の理解、特に発達障害の理解が徐々に進んでいる。そして、見えてきた課題、早期発見を

した子供の受け皿がない。早期支援が十分できていない。現状ではすくすく教室、通級教室のみ。人

数の増加、スタッフ、場所などが限界に来ていると。そして、ライフステージに応じた一貫した支援

体制が十分でないと。乳幼児、就学前、小学校、中学校、高等学校、成人、一貫した支援が必要にな

ってきているということであります。また、他市町村の取り組みの現状についても説明を受けました。

前橋市、高崎市の説明については、ごらんのとおりであります。 

 最後に、結びとして、子供を育てるなら玉村町を推進するために。保護者や先生が困っている。で
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も、一番困っているのは本人である。認知レベル（障害を増大させる可能性のある条件）の低い子は、

定型の子に比べ、社会でかかるお金の差は３倍。だから、支援が必要だ。社会の一員として十分やっ

ていける対応が今こそ求められているということだと思います。 

 考察として、学校教育課から説明を受けたとおり、早期発見、早期対応、早期支援が重要になって

くる。障害をなくすのが目的ではなく、早期発見をし、その上で適切な対応をしていくことが大切。

障害を持った子供も社会の一員として暮らせるよう支援し、それを社会全体の仕組みの中に取り組ん

でいくことが必要。玉村町においても、相当数の子供がにじいろファイルの支援を受けている現状が

あり、課題として対応するスタッフや施設が限界に来ているということであった。当委員会としては、

伊勢崎市、高崎市などで取り組んでいる子ども発達支援センター等を視野に入れた研究を進め、町に

も当委員会としても働きかけていきたいと考えています。 

 以上で文教福祉常任委員会の所管事務調査報告を終わりにいたします。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で、文教福祉常任委員長の報告を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第５ 請願の付託 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第５、請願の付託を議題といたします。 

 ただいま議題となっております請願については、お手元に配付してあります文書表のとおり関係常

任委員会に付託し、今定例会開会中の審査としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。 
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１ 27. 2.17 
ＪＡしばね支店敷地取得に関

する請願 

紹介議員 髙 橋 茂 樹 

 

総   務

常任委員会

 

下之宮区長 月田 幸人 

川井区長  齋藤 俊一 

小泉区長  松本 吉雄 

下茂木区長 新井 宏美 

五料区長  野村 武夫 

飯倉区長  中島 一夫 

上茂木区長 若山  匡 

箱石区長  猪野  洋 

後箇区長  谷畑 幸廣 

                      ◇                   

◇議長（柳沢浩一君） 休憩いたします。 

   午前９時４０分休憩 

                                         

   午前９時４４分再開 

◇議長（柳沢浩一君） 再開いたします。 

                      ◇                   

〇日程第６ 町長施政方針 

◇議長（柳沢浩一君） 日程第６、町長施政方針について町長より報告を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 皆さん、おはようございます。２７年度の施政方針を述べさせていただきま

す。 

 初めに、原秀夫議員のご冥福をお祈りいたします。 

 平成２７年度玉村町第１回定例会の開会に当たり、平成２７年度の町政運営に対する方針及び予算

の大要につきまして所信を申し述べ、町民の皆様並びに議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げ

る次第であります。 

 初めに、私が町長として就任をさせていただいてから、早くも１１年がたち、３期目の最終年を迎

えようとしております。改めて、町民の皆様、議員の皆様のご理解とご協力に心から感謝を申し上げ

る次第でございます。 

 この間、人口減少、少子高齢化の急速な進行とともに、高齢者を狙った特殊詐欺やＤＶ、児童虐待、

貧困、格差拡大など、私が初めて就任したころからは想定できなかったさまざまな社会問題が発生を

しております。行政に求められる課題はますます複雑かつ多様化しております。 

 こうした中、町民の皆様とともに策定し、平成２３年度からスタートした第５次総合計画は前期基

本計画の最終年を迎えようとしております。私は、この計画の目標を達成するとともに目指す将来像
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「県央の未来を紡ぐ玉村町」を実現いたします。そして平成２７年度は、県央地域において躍進する

玉村町を実現するとともに全国へ情報発信をし、玉村町で生まれ育った若者が進学等で親元を離れて

も、再びこのふるさと玉村町で暮らしたいと思えるような元気で魅力あふれるまちを築いていく所存

でございます。 

 さて、我が国はことしで戦後７０年を迎えます。この間、先進国の中で唯一戦争をしなかったのは

日本だけであります。世界で唯一の被爆国である日本が、今日の平和と繁栄を享受できているのは、

戦争をしないことを憲法で定めたことが最大の要因であると改めて認識をしているところでございま

す。今後は戦争を知らない世代に、日本がたどった戦争の歴史と、極めて悲惨な戦争の体験を正しく

伝えていくことが最も重要なことではないかと思っております。 

 さて、昨年を振り返りますと、世界では、いまだに各地で戦争やテロ行為が繰り返されており、中

東では、過激派組織イスラム国により日本人が巻き込まれ殺害されるという悲惨な事件も発生いたし

ました。国際社会はイスラム国の資金源根絶や外国人戦闘員の流入阻止に向けた対策を進めておりま

す。また、ロシアではクリミア併合により欧米との対立が深刻化し、香港では行政長官選挙に対して

大規模な民主化デモが発生をいたしました。一刻も早く平和的に解決し、平穏を取り戻すことができ

るよう願うところであります。一方、米国では１９６１年から断交状態にあったキューバと国交正常

化交渉を開始し、対立の歴史に新たなページが書き加えられました。 

 また、多くの人命が失われた事件も発生いたしました。韓国では旅客船セウォル号が沈没し、修学

旅行中の高校生を含む２９５人が死亡、９人が行方不明となり、ウクライナ東部ではマレーシア航空

機が撃墜され乗員乗客２９８人が死亡いたしました。さらに西アフリカではエボラ出血熱が初めて大

流行し、感染者は８か国で２万人、死者は７，５００人を突破いたしました。悲惨なニュースが続き

ましたが、パキスタンでは、女性の教育権を求め、イスラム武装勢力の銃撃を受けながらも女性差別

を訴えたマララ・ユスフザイさんがノーベル平和賞を史上最年少、１７歳でございます。最年少で受

賞するという明るいニュースももたらされました。 

 国内に目を向けますと、日本列島では、多くの人が犠牲となる災害が相次ぎました。広島では８月、

局地的豪雨の影響で土石流が発生し住宅をのみ込み７４人が死亡いたしました。９月には長野県と岐

阜県にまたがる御嶽山が噴火し、噴石の直撃などで５７人が亡くなり今も６人が行方不明のままで、

捜索再開は春以降になる見通しとなっております。 

 こうした中、青色発光ダイオード、これはＬＥＤでございます、を開発した名城大学の赤崎勇終身

教授と名古屋大学の天野浩教授、米カリフォルニア大学サンタバーバラ校の中村修二教授がノーベル

物理学賞を受賞いたしました。極めて困難だった青色ＬＥＤ実用化の道を開き、低消費電力と長寿命

のＬＥＤ照明を普及させた功績は、日本人にとってすばらしい、誇らしいものでございました。 

 また、県内においては、国際・教育・科学・文化機構、これはユネスコでございます、の世界遺産

委員会が富岡製糸場と絹産業遺産群を世界文化遺産に登録することを決定し、１２月には富岡製糸場
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の操糸場などの３施設が群馬県では初の国宝に指定をされました。 

 一方、国政においては、平成９年以来１７年ぶりに消費税率を改正し５％から８％へと引き上げま

したが、駆け込み需要の反動減の回復がおくれ個人消費は戻らず、平成２７年１０月に予定されてい

た税率１０％への引き上げを１年半延期することを決定しました。 

 こうした中、消費税率１０％の延期の是非を問うため、師走に行われた第４７回衆議院総選挙にお

いて自民、公明両党が圧勝し、第３次安倍内閣がスタートいたしました。政府は早速、日本の人口の

現状と将来の姿を示すとともに、まち・ひと・しごと創生総合戦略を取りまとめ、世界に類を見ない

スピードで進行している人口減少・超高齢化社会を克服するため、地方創生とあわせて、結婚から出

産、子育てまでの切れ目のない支援や、都市部から地方へ移転しやすい環境づくりを国と地方が一体

となって取り組むため、現在、全ての地方公共団体に対し今後５カ年の具体的な施策をまとめた地方

版総合戦略の策定を要請しているところでございます。 

 本町としても、こうした国の政策や流れに注視しつつ、ふるさと玉村町の発展のため、本町の地域

特性や可能性をしっかりと生かした地方創生に迅速かつ柔軟な対応を図ってまいりたいと考えており

ます。 

 我が国の経済動向は、消費マインドの弱さや海外景気の下振れなど、景気を下押しするリスクがあ

るものの、雇用、所得環境の改善傾向が続く中で、原油価格下落の影響や各種政策の効果もあって、

緩やかに回復していくことが期待をされております。 

 国の平成２７年度政府予算案は、１兆円の創生枠を地方創生の目玉としており、安倍首相は、「経

済再生と財政健全化を同時に達成し、全国津々浦々に景気回復を届けたい」としております。 

 予算規模を示す一般会計総額は、前年度当初と比較して０．５％増の９６兆３，４２０億円で過去

最大規模となり、社会保障関係費は高齢化により３．３％増の３１兆５，２９７億円で過去最大を更

新する中、税収は企業業績の改善や消費税率８％への増収効果の平年化などにより、４兆５，２００億

円増の５４兆５，２５０億円と、２４年ぶりの高水準となる一方で、新規国債の発行額は４兆

３，８７０億円減の３６兆８，６３０億円となり、財政健全化目標は達成できる見通しとなっており

ます。 

 群馬県の予算案については、大澤知事は「大きく羽ばたける元気飛躍予算」として、その規模は、

前年度当初と比較して５％増と大澤県政となって以来、初めて７，０００億円の大台に乗る

７，１９５億６，６００万円となり、３年連続の増額予算となっております。県税収入は自動車関連

産業の好調を追い風に１１％増の２，３６０億円程度となる見通しとなり、歳出については、子育て

や介護などの社会保障費が４．８％増の８９６億円、東毛広域幹線道路の全線４車線化を初めとする

７つの交通軸を強化する道路整備などの公共事業費は、２．６％増の８５９億円となっております。 

 続きまして、本町の予算案ですが、一般会計の総額は、１１７億２，０００万円となり、前年度当

初と比較して５．２％の増加となっております。内容につきましては、後ほど詳しく申し上げます。 
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 なお、本町の財政状況は、平成２５年度決算において経常収支比率は、県内市町村平均８８．９％

に対し９３．７％、これは３５市町村の中で順位とすると２９位でございます。と高率を示しており

財政の硬直化が進んでおりますが、実質公債費比率は県内市町村平均８％に対し４．２％、これは県

内３５市町村中第３位でございます。財政力指数は県内市町村平均０．５８に対し０．７５、これは

県内３５市町村中１２位となっており、県内自治体の中では公債費負担が少なく財政力の豊かな町と

なっております。 

 続いて本町の人口構成ですが、昨年１０月１日を基準日として行われました群馬県年齢別人口統計

調査によりますと、本町の総人口に占める生産年齢人口の割合は、この生産年齢人口というのは１５歳

から６４歳まででございます。県内トップで６６．７％、老年人口の割合、これは６５歳以上の人口

でございます。老年人口の割合は県内下から２番目の２０．４％となっております。また、年少人口

の割合は、この年少人口というのは子供の人口でございます。１５歳未満の人口でございます。県内

で１１番目の１２．９％。 

 このように本町においても少子高齢化は確実に進行しつつあるものの、今のところ県内市町村の中

では比較的恵まれた人口構成となっており、ここに来てわずかながら人口が増加傾向にあります。 

 しかし、社会保障関係費の自然増を初め、老朽化した施設の改築や大規模な改修など多くの財源を

必要とする課題が今なお山積し、今後も厳しい財政運営を強いられることになります。 

 このような状況でありますが、昨年、高崎玉村スマートインターチェンジと東毛広域幹線道路が開

通するなど、本町の交通の利便性が飛躍的に向上しており、物流面での効果による企業誘致や産業振

興が図られ、雇用環境の改善と子育てしやすく暮らしやすい環境整備などにより、若い勤労者層の転

入が期待されるところであります。 

 それでは、平成２７年度の町政運営の概要についてご説明いたします。 

 ４年前に多くの町民の皆様のご意見をいただきながら策定した第５次総合計画は、１０年後の将来

像の実現に向け、地域経営の基本方針を「若い世代の転入促進」「生涯を通じた健康づくり」「固定

費の圧縮」と定めるとともに、６分野の基本目標と施策を定めました。また、施策ごとにめざす姿を

設定いたしました。 

 私は、この将来像の着実な実現に向け、地域経営の基本方針を踏まえつつ、町民の皆様の思いに応

えるため、限られた財源を最大限有効に活用し、施策を実現してまいります。以下、基本目標と施策

に沿ってご説明いたします。 

 第１に健康・福祉分野の「子育てしやすく、健康で安心して暮らせるまち」についてご説明申し上

げます。 

 まず、地域福祉の充実ですが、今後も引き続き民生児童委員や社会福祉協議会を初めとする関係機

関や地域との連携を密にし、地域福祉の充実を図ってまいります。 

 また、旧桐生信用金庫玉村支店をまちなか交流館として整備し、放課後児童クラブやふれあいの居
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場所として活用するとともに、社会福祉協議会の一時的な移転先として活用してまいります。 

 次に、子育て支援体制の充実です。本町においては、核家族化や共働き世帯の増加により保育需要

は依然として高い状況が続いていることから、これまで延長保育や一時預かり、放課後児童クラブな

どに取り組んでまいりましたが、この４月から子ども・子育て関連３法に基づく子ども・子育て支援

新制度へ移行するため、今後もより一層の子育て支援体制の充実に努め、育児と仕事の両立を積極的

に支援をしてまいります。 

 また、新たに保育所、児童館において保護者への緊急連絡等をメールで迅速に配信できるよう、４月

からメール配信サービスを開始いたします。 

 さらに、子育て中でも安心して外出できる環境づくりを推進するため、誰でも自由におむつがえや

授乳が行えるスペース赤ちゃんの駅を社会体育館内に設置するとともに、民間事業者の設置について

も推進をしてまいります。 

 なお、懸案でありました第４保育所の改築工事については、この３月には、木の温かみと質感をそ

のまま生かした木の香りあふれる園舎が完成をし、４月からは新たな園舎で保育を開始する予定とな

っております。 

 次に、児童虐待防止対策事業ですが、少子化が叫ばれる今日、未来輝く子供たちが自主性や人を思

いやる心を養い、一人の人間として社会生活が送れるようにすることは私たち大人の責務であります。

昨年、町内において児童虐待による残念な事件が発生をしてしまいました。二度とこのような事件を

起こさぬよう、家庭の育児力向上と児童虐待の予防、早期発見を目的とした講座の開設やＰＲ活動な

ど、関係機関や地域社会と密接に連携して、子供が健やかに成長できる支援体制づくりに積極的に取

り組んでまいります。 

 次に、高齢者福祉の充実です。戦後生まれの団塊の世代が高齢期を迎え、かつてない超高齢化社会

が到来しようとしております。さらに、高齢者数の増加とともに核家族化が進行しており、高齢者の

単身世帯や高齢者のみの世帯も増加傾向にあります。このような中、国においては、団塊の世代が

７５歳以上となる平成３７年、これは２０２５年でございます。３７年を見据え、重度な要介護状態

になっても住みなれた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・

医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を目指しております。 

 町としても、疾病を抱えても住みなれた生活の場で療養をし、自分らしい生活を続けるために、地

域における医療、介護の関係機関が連携して、包括的かつ継続的な在宅医療、介護の提供を行うこと

が必要と考えていることから、多職種協働により在宅医療、介護を一体的に提供できる体制を構築す

るための取り組みを、県や医師会等の関係機関と連携して推進をしてまいります。 

 また、元気な高齢者が地域の中で生き生きと自分らしく暮らすためには、生きがいの創出や介護予

防の推進とともに見守り体制の充実を図ることが重要でございます。そのため、地域活動等への参加

のきっかけづくりとなる講演会や、身近な地域での筋力向上トレーニングの実施のほか、ふれあいの
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居場所づくりを進め、健康寿命の延伸を図ってまいります。 

 さらに、高齢者が地域の中で心身ともに健康で、仲間とともに生きがいを持って活動できるように

さまざまな学習機会の提供を図るとともに、シルバー人材センターや長寿会連合会等への支援を継続

し、就労の機会提供や趣味のサークル、ボランティア活動を通じた明るく活力に満ちた高齢社会づく

りを進めてまいります。 

 次に、障害者福祉の推進です。障害者一人一人が地域の中で自分らしい豊かな暮らしを続けること

ができるように、障害者総合支援法に基づくサービスの充実に取り組みます。さらに、障害のある人

が当たり前に働ける社会の実現に向け、町のクリーンセンターにおいて、ごみの減量、資源化の業務

内容を拡大し、障害者雇用事業所、これは就労継続支援事業所ということで、これに委託をすること

により、障害者の雇用創出と就労の継続性を図り、より一層の社会的自立を支援してまいります。 

 社会保障の充実では、国民健康保険や後期高齢者医療保険、介護保険制度の安定した運営を図ると

ともに、中学校卒業までの医療費無料化を初めとする福祉医療制度を継続してまいります。 

 次に、保健予防・健康づくりの推進です。全ての町民が、生涯を生き生きと健康に暮らしていくた

めに、町民一人一人が正しい生活習慣を身につけるとともに、定期的に健康診断を受診することによ

り早期発見・早期治療を心がけ、疾病の予防を図ることが大切であります。 

 そのため、健康増進計画、これは「（第二次）はつらつ玉村２１」でございます。を策定に向けて、

住民アンケートを実施するとともに、生活習慣病の予防、その他健康に関する正しい知識の普及を図

るため、新婚さんの料理教室や道の駅「玉村宿」を利用したウォーキング大会等を開催いたします。 

 また、壮年期からの健康の認識と自覚を高めるため、特定健診等を実施するとともに、新たにウイ

ルス性肝炎陽性者に対して重症化予防事業を行い、肝炎検査未受診者に対しては受診勧奨を行います。 

 さらに、妊産婦や新生児、乳幼児へのきめ細かな健康支援体制の充実を図るため、妊産婦・乳幼児

窓口健康相談事業では、これまで乳児健診の経過観察児や相談を希望する妊産婦に対し、必要な指導

を行い不安や悩みの解消に努めてまいりましたが、新たに栄養士を配置し、乳幼児だけでなく妊産婦

の栄養相談も実施してまいります。 

 また、妊産婦・新生児・乳幼児訪問指導事業では、これまで以上に、委託助産師による専門的なア

ドバイスにより育児不安の軽減を図り、虐待予防にもつながるよう支援をしてまいります。 

 ４カ月児童健康診査では、これまで小児科医の診察を行うとともに、栄養士による離乳食指導や保

健師による保健指導を行ってまいりましたが、新たに歯科衛生士を健診時に配置し歯科保健の充実を

図ってまいります。 

 すくすく教室では、幼児期の遊びを通して発達障害の疑いのある児童に対し健全な発達を促し、母

親の育児支援や育児不安の軽減に努めておりますが、新たに個別相談の時間を設け対応の充実を図っ

てまいります。 

 また、がんの早期発見、早期治療へつなげるため、胃がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がんの検診
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や、口腔がんを含めた歯周病検診など、各種がん検診の受診率向上に努めてまいります。 

 さらに、予防接種については、受けやすい環境を整備することにより接種率の向上に努め、乳幼児

や高齢者の感染症予防対策の強化を図ってまいります。 

 今後も、それぞれのライフステージに応じた施策展開を図り、町民一人一人の健康づくりを支援し

てまいります。 

 第２に教育・文化分野である「心豊かな人材を育み、郷土の歴史・文化を大切にするまち」につい

てご説明申し上げます。 

 まず、幼児教育の充実です。昨年本町では、内閣府から国際教育特区の認定を受け４月からは全国

２例目になる株式会社立の私立小学校「フェリーチェ玉村国際小学校」が開校いたします。これを契

機に幼少期からの外国語活動を町全体に行き渡らせるため、外国人講師を招き、遊びを通して触れ合

うことにより、幼児期から外国語や外国人に親しみを持ち興味、関心を高めるとともに、今後の国際

感覚を養います。また、将来的には、町独自の施策として、この幼児期から義務教育までの外国語活

動並びに英語教育のさらなる充実・推進を図っていきたいと考えております。 

 次に、学校教育の充実では、学力向上を目指して子供一人一人にきめ細やかな教育を行うため、「少

人数指導たまむらプラン」を引き続き実施するとともに、補助員、介助員、スクールカウンセラーな

どの活用を図り、児童生徒への学習、生活支援の充実を図ります。 

 また、学習環境を改善するため、中央小学校大規模改造事業を実施いたします。この中央小学校は

建設から既に３０年以上が経過した老朽化が著しい状況でございます。そのため、校舎及び体育館の

全面的な改修を行うとともに空調設備工事をあわせて行い学習環境の質的向上を図ります。また、災

害時には地域住民の避難所としても利用できるよう、トイレのバリアフリー化もあわせて行います。 

 給食センターでは、開設以来１８年間稼働してきたコンテナ洗浄機の故障頻度が多くなり、今後の

故障には対応し切れない状況が想定されるためコンテナ洗浄機の入れかえを行います。 

 次に、生涯学習の推進です。引き続き、地域における生涯学習活動の啓発及び推進を図るため、町

民が学びを通して仲間、地域づくりができるよう、さわやか教室や講座のたまて箱などの成人向け講

座を開催し、さまざまな分野から時代の要請に応じた学習機会を提供いたします。 

 また、子供の読書活動の推進に向けて、絵本の講座や絵本の読み聞かせ、製本講座などを開催する

ことにより絵本を中心とした親子の時間をさらに広げ、情操教育に寄与してまいります。 

 青少年の健全育成では、野外活動や奉仕活動等の体験活動を通じ、心身ともに健全な青少年の育成

を図るため、関係団体と連携し、さまざまな教室やイベントを引き続き実施してまいります。 

 次に、文化財・地域資源の保護・活用です。町における優れた歴史文化の保全、継承に努めるとと

もに歴史資産や文化財を教育やまちづくりに生かすため、歴史資産を生かしたまちづくり事業では、

赤煉瓦倉庫、酒蔵、八幡宮等を生かしたイベントやまち案内ガイドを引き続き行うとともに、赤煉瓦

倉庫の国登録有形文化財の登録に向けた取り組みを行います。 
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 また、企画展や特別展等を開催し、町の歴史や文化を多角的に学習する機会を提供するとともに、

玉村町指定文化財資料集の作成に取り組みます。 

 芸術・文化活動の推進では、文化センターを活用し、多彩な芸術・文化事業を実施することにより、

優れた芸術に触れ親しむ機会を提供いたします。そして、町民による芸術・文化活動の振興を図り、

その創造性を助長するため、文化協会等の活動を支援してまいります。 

 次に、スポーツ・レクリエーション活動の推進です。引き続き「町民ひとり１スポーツ」の推進に

向け、町民体育祭や町民スポーツ教室などに取り組み、町民にスポーツに接する機会を提供し、町民

の健康維持の増進を図ります。さらに、高校生や高齢者、障害者が体育館のアリーナやトレーニング

ルームをより利用しやすくするために、その利用料を減免いたします。 

 また、第４保育所の改築工事に伴い、これまで海洋センター利用者の駐車場利用に不便をおかけし

ましたが、３月末には新しい第４保育所が完成いたしますので、その引っ越し終了後、旧の第４保育

所を解体し、その跡地に海洋センター等で利用する駐車場を整備いたします。 

 第３に自然・環境・安全分野として「豊かな自然と共生する、安全で環境に優しいまち」について

ご説明申し上げます。 

 まず、河川・水辺環境の保全ですが、町民の憩いの場としての東部スポーツ広場や水辺の森公園、

板井・根石公園、五料公園を適切に管理し、五料公園については駐車場の整備を行い、町民が利用し

やすい環境づくりを行います。 

 公園・緑地の充実では、北部公園を初めとする公園については、誰もが安心して安全に利用できる

よう適切な維持管理を行ってまいります。また、緑豊かな住みよい環境を創出するため、引き続き緑

化愛護団体を支援してまいります。 

 次に、環境保全・環境共生の推進です。地球温暖化の問題は、人類共通の課題として取り組まなけ

ればならない課題でございます。地域から地球温暖化を防止する取り組みとして、太陽光発電設備を

設置する町民への補助制度を引き続き実施してまいります。また、未来を担う子供たちに、環境や自

然保護に関心を持ってもらう機会とするために、環境美化ポスターコンクールや子供自然観察隊につ

いても引き続き実施をしてまいります。 

 平成２３年度にスタートした計画期間１０年の玉村町環境基本計画は、策定から５年が経過し前期

基本計画が最終年を迎えるため、平成２８年から５カ年の後期基本計画を策定いたします。 

 次に、生活環境対策の充実です。公害のない良好な生活環境を維持するため、騒音測定や水質分析

を引き続き実施してまいります。 

 また、これまで捨て犬、野良犬の発生を防止するため犬避妊手術助成事業を行ってまいりましたが、

新たに猫も避妊手術の助成対象に加えることにより、飼い主の望まない猫の出生を減らし、野良猫の

発生を防止いたします。 

 廃棄物処理・活用体制の充実では、循環型社会を推進する観点から、生ごみ処理機や枝葉粉砕機の
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購入、集団回収、拠点回収に対する助成を引き続き行ってまいります。また現在、粗大ごみの分解、

資源化など、さまざまなごみ減量化に取り組んでおりますが、より一層資源化を進めるため、新たに

庭木等の剪定枝やたんすなどの木質家具を細かく破砕し、バイオマス発電施設の燃料等としてリサイ

クルするための大型の破砕設備をクリーンセンターに設置すべく実施設計を行います。 

 次に、防災対策の充実です。引き続き、自主防災組織の育成に努めるとともに、防災訓練や非常用

食料等の備蓄など、総合的な防災力の向上に努めます。また、５つの町立保育所において、大規模な

災害時に備え、新たに応急措置的な防災用品、ビスケット、飲料水を備蓄いたします。 

 消防体制の充実では、これまで１０年間常備消防業務を伊勢崎市へ委託をしてまいりましたが、

１０年間の協定が終了するため、新年度から引き続き５年間、常備消防業務を伊勢崎市に委託し、玉

村町の常備消防を確保いたします。 

 また、消防団員等の訓練の充実を図るため、玉村消防署の敷地を北側に１，５３３平米拡張いたし

ます。これにより、消防団員や女性防火クラブの訓練が敷地内において可能となり、指導する消防署

員の緊急時の対応も容易となることから、１分１秒を争う時間との勝負である消防活動の一層の充実

を図ります。 

 次に、防犯体制の充実です。県内では近年、殺人や誘拐、強盗などの凶悪事件が発生し、治安の悪

化が深刻な問題となっております。そして、依然として住宅を狙った泥棒や痴漢などの被害も発生し

ているため、防犯カメラを新たに４基設置し犯罪の抑止を図るとともに、地域における自主防犯組織

の活動を支援してまいります。 

 また、今まで町と区が別々に設置・管理していた公衆街路灯については全てＬＥＤ化し、町の一括

管理によるメンテナンスづきリースへ移行することにより、経費の節減と夜間の犯罪抑止を図りたい

と思っております。 

 交通安全対策の充実では、引き続き交通安全施設の充実に努めるとともに、高齢者や子供の交通事

故防止のための啓発活動や交通安全教室、交通指導を行ってまいります。 

 なお、東日本大震災の被災市町村においては、現在も復興事業が続いており、職員が不足している

状況が続いております。被災地の一日も早い復興のために、引き続き積極的な人的支援が必要なこと

から、平成２７年度で３年目となりますが、引き続き本町の職員１名を宮城県亘理町へ派遣し、復興

事業の支援を継続してまいります。 

 第４に産業・経済分野として「地域経済が元気で就業機会に恵まれたまち」についてご説明申し上

げます。 

 まず、時代をリードする農業の振興ですが、いよいよ道の駅「玉村宿」が５月末にオープンいたし

ます。農産物加工所や直売所のほか、公衆トイレや広い駐車場を有しており、定期的なイベントを開

催することにより県内外から積極的に誘客を図り、町の観光資源等の情報発信とともに農業を初めと

する地域産業の活性化を図ってまいります。なお、大規模な災害時には緊急防災拠点としての活用を
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する予定となっております。 

 また、農業振興につきましては、農業関係機関と連携し、野菜園芸農家など意欲ある農業者や法人

等を引き続き支援してまいります。 

 次に、活力ある工業の振興です。企業誘致を促進し、産業の振興、雇用機会の拡大を図るため、引

き続き企業立地促進奨励金制度により、町内へ事業所を新設、移転または増築する企業を支援いたし

ます。 

 さらに、町内で創業するため、町指定の融資を受ける際に支払う保証料の２分の１と支払利子を補

助する創業者融資事業を町独自の制度として新たに開始し、地域経済の活性化と雇用の拡大に努めて

まいります。 

 また、町内の中小企業者が、自ら行う新製品、新商品に関する開発で、事業化と市場性が見込まれ

る事業に対して、引き続き県とともに支援をしてまいります。 

 魅力あふれる商業の振興では、消費税増税の影響により景気回復がおくれている中、消費拡大と生

活者への支援を促し町の経済を活性化させるため、地方創生に伴う国の補正予算にあわせて、プレミ

アムつき地域商品券を発行する計画を進めております。 

 安全・安心な消費生活の確立では、これからも、町民の皆様が安全に安心して暮らせる地域社会づ

くりを目指して、地域の皆様との連携を深めながら振り込め詐欺や還付金詐欺などの特殊詐欺、悪質

商法を排除するとともに、自立した賢い消費者の育成に消費者行政の分野から力強く取り組んでまい

ります。そのため、町消費生活センターにおいて、より充実した相談体制を構築するとともに、引き

続き被害防止のための消費者啓発事業を積極的に実施してまいります。 

 次に、観光による地域振興です。第５次総合計画では、観光の分野を創設しております。町の花火

大会や歴史資産などの観光ＰＲ活動や観光客の受け入れ体制の整備を進め、ツアーなど独自の観光事

業を展開するとともに、道の駅「玉村宿」を拠点として集客を図り町なかに誘導するため、新たに道

の駅周辺ガイドマップを作成いたします。 

 なお、今年で２７回目を迎え全国的に有名になりました「たまむら花火大会」は、東毛広域幹線道

路の開通により、これまでの場所では実施できなくなったため、平成２７年度から打ち上げ地点を上

陽小学校西側に変更して実施してまいります。 

 第５に都市基盤分野として「コンパクトで利便性と快適性が高いまち」についてご説明申し上げま

す。 

 まず、快適な生活を支える総合的な土地利用の推進ですが、東毛広域幹線道路と関越自動車道の交

通結節点の利便性を生かして、本町の新たな玄関口としてのまちづくりを進めるため、高崎玉村スマ

ートインター周辺地区まちづくり事業として計画条件の整理及び整備方針の検討を行います。 

 魅力ある市街地の形成では、人口減少に歯どめをかけるための定住促進対策として、文化センター

周辺地区の土地区画整理事業を本格的に開始いたします。また、市街化調整区域内の既存集落におい
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て地域コミュニティーの維持に努める必要がある地区には大規模指定既存集落の可能性の調査を進め

るとともに、東部工業団地再拡張地区に対する基本検討を行います。 

 次に、機能的な道路網の形成です。東毛広域幹線道路のアクセス道路整備として町道２２０号線や

２０７７号線、斉田上之手線の整備のほか、橋梁長寿命化も含めた道路整備については、引き続き事

業の推進を図ってまいります。 

 公共交通の整備では、引き続き、町内を巡回する乗り合いタクシー「たまりん」でございます。「た

まりん」を運行することにより、町民、特に交通弱者の日常の足となる公共交通を確保いたします。

また、前橋市と共同運行している乗り合いバスについては、国庫補助を活用し車両（３台）の更新を

行います。 

 水の適正利用と上水道の整備では、老朽管の更新など管網整備を進めるとともに、水道事業の使命

である安全で安定した水の供給に努めてまいります。 

 なお、現在の浄水場は昭和５１年に開設以来ことしで３９年目を迎えます。そのため、高架水槽を

皮切りに順次耐用年数を迎える状況にあります。今後の人口や水需要の動向を踏まえた配水計画や、

それに見合った水道施設の更新計画を策定する必要があるため、配水施設等更新調査業務を委託し、

健全な水道事業経営に役立ててまいります。 

 公共下水道事業では、下新田及び福島地区、特環公共下水道事業では、板井及び川井、飯倉、下之

宮、箱石、南玉地区等の管渠築造工事を実施いたします。また、雨水対策事業では、水道庁舎南側か

ら広幹道沿いに斉田上之手線へ向かう管渠新設工事を引き続き実施いたします。 

 公共下水道の整備は、町民生活の環境改善と河川の水質保全のために重要な施策です。町の認可区

域は現在８３１ヘクタールになっておりますが、平成２７年度末の普及率は７５％を目標に積極的に

整備を進めてまいります。 

 最後になります。第６番目、協働・行財政分野として「地域力を発揮する、住民主役のまち」につ

いてご説明申し上げます。 

 まず、住民自治のまちづくりの推進ですが、地域における協働の推進を図る取り組みとして、住民

活動サポートセンター、これは「ぱる」でございます。「ぱる」を中心に町民の自主的な公益的活動

を促進するため、ＮＰＯやボランティアなど、協働のパートナーである町民活動団体への支援を引き

続き行ってまいります。ボランティア団体や個人が気軽に立ち寄り、情報発信、情報収集、情報交換

並びにお互いの連携を支援するとともに、人づくりのための講座を開催し、活動しやすい環境づくり

を進めてまいります。 

 なお、協働による活用４年目を迎えた岩倉自然公園水辺の森につきましては、今までの活用に加え、

「公園の環境保全と学習」というテーマで、住民との協働事業を展開してまいります。 

 コミュニティーの育成では、自治会や町内会等の住民組織が活動の拠点としている地区公民館等の

施設整備事業に対し、その工事費の一部を助成してまいります。 
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 また、町内の手入れの行き届いた自宅等の庭を一定期間、一定条件の下に一般公開することにより、

ガーデニング実践者のコミュニティーの構築と新たな観光資源化を図るため、オープンガーデン事業

を実施いたします。 

 次に、地域間連携・交流の推進です。現在、友好交流都市となっている長野県山ノ内町、茨城県茨

城町、群馬県昭和村と今後も文化、教育、経済など幅広い分野で連携して交流事業を進め、永続的な

パートナーとして交流を発展させてまいります。 

 また、県立女子大学についても、学校教育や国際交流、防犯活動などまちづくり全般にわたって域

学連携を強めてまいります。 

 国際交流の推進では、在住外国人に対しての支援活動を行うとともに、心通い合う多文化共生社会

の実現に向けて、国際交流協会を支援してまいります。 

 また、外国の生活や文化に触れることにより、国際感覚豊かな広い視野を持つ青少年の育成を図る

ため、アメリカ・エレンズバーグ市への中学生海外派遣事業を引き続き実施してまいります。 

 次に、人権の尊重です。人権に対する意識啓発を進めるとともに、全ての人が個人として尊重され

る社会を目指し、広報活動の展開や講座、講演会活動の充実を図ってまいります。 

 男女共同参画社会の実現では、社会のあらゆる分野で、町民との協働のもと、男女共同参画社会の

実現を目指してまいります。男女がお互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわ

りなく、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会を実現するための施策を推

進してまいります。 

 次に、行政改革の推進です。昨年、地方公務員法が改正され、地方公共団体は人事評価の実践とそ

の評価に応じた措置を講ずることが義務化されました。そのため、地方公務員としての資質の向上を

図るとともに能力開発や意欲の向上を図るため、能力評価や業績評価制度の本格導入に向けた研修に

取り組んでまいります。 

 また、第５次総合計画については、策定してから今年で５年目を迎えるため、前期基本計画の検証

を行うとともに、平成２８年度から３２年度までの後期基本計画を策定いたします。 

 社会保障と税の一体改革の一環として、現在、国が進めている社会保障・税番号制度については、

来年１月からの交付申請の受付開始に向け準備を進めてまいります。 

 次に、財政運営では、税外収入も含めた収納率の向上と企業誘致による新たな税財源の確保を図る

とともに、経常経費の抑制により健全で持続可能な財政運営に努めます。 

 また、厳しい財政状況や人口減少等の状況を踏まえ、長期的な視点による公共施設の適正配置等を

実現するため、公共施設等総合管理計画策定の基礎データとなる固定資産台帳整備を進めます。 

 なお、スタートから６年目を迎えるふるさと納税制度について、平成２７年度から国において制度

の拡充が図られることから、本町においても納税しやすい環境を整えるため、インターネットによる

クレジット決済を開始するとともに、本町のまちづくりを応援していただいた町外・県外の方に、そ
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の謝礼として地元特産品を贈らせていただきます。 

 最後になりますが、群馬県が東毛広域幹線道路の藤岡大胡線から道の駅「玉村宿」まで約１．６キ

ロメートルの両側に、河津桜の植樹を行うことになっておりますが、ことしに入り既に道の駅から東

に向け２００本の植樹を終えており、平成２７年度に１００本、平成２８年度に１００本、合計で

４００本の植樹を行う予定となっております。大きく咲き誇るまでには数年を要すると思われますが、

ひと足早く春の訪れを感じることができる町の代表的な桜並木となるよう管理をしていきたいと考え

ております。 

 続きまして、平成２７年度予算案についてご説明申し上げます。 

 平成２７年度予算編成は、大変厳しい財政状況の中、限られた財源の効果的かつ効率的な活用を図

りつつ、第５次玉村町総合計画の前期基本計画で示した目標達成に向け、計画と歩調を合わせた積極

型の編成を行いました。その結果、一般会計の総額は１１７億２，０００万円となり、２年連続して

過去最大規模を更新し、前年度対比５．２％の増加となっております。 

 歳入面では、前年度と比較して、根幹となる町税収入が２．５％減の４３億６，３８８万８，０００円、

臨時財政対策債が２０．９％減の５億６００万円と、それぞれ減少することが見込まれることから、

財源確保のため財政調整基金を３２．９％増の１１億３，０００万円取り崩すことといたしました。 

 歳出面では、人件費が国勢調査や県知事選挙等により２，５４８万５，０００円増加したものの、

扶助費が臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付金の減少により６，０１４万７，０００円、そし

て公債費が６，４３３万９，０００円減少したため、義務的経費全体では９，９００万１，０００円

の減少となっております。一方、投資的経費については２億７，３４２万６，０００円の増加となっ

ており、その主な要因としては、中央小学校大規模改造事業や文化センター周辺土地区画整理事業、

町道２２０号線や２０７７号線の道路改良事業でございます。 

 なお、特別会計の予算総額は、８１億６，４３３万４，０００円、企業会計である水道事業会計予

算は、８億８，００６万９，０００円となり、全会計における予算総額は、前年度当初と比較して２．２％

の増加の２０７億６，４４０万３，０００円となっております。 

 本予算は、第５次総合計画前期基本計画の最終年として、厳しい社会情勢ではありますが、玉村町

の将来と次世代に責任を持ち、愛着と誇りの持てるまちづくりを町民の皆様とともに進め、町民満足

度の向上、安全・安心、幸せの増進を目指してまいります。 

 詳しい内容につきましては、各会計別予算案の中でご説明をさせていただきます。 

 以上、平成２７年度の町政運営について、私の所信の一端を述べさせていただきました。 

 私は、町長として１１年余り、町民の皆様の思いを真摯に受けとめ、行財政改革や安全・安心なま

ちづくり、協働のまちづくりなど、町政の懸案事項に取り組んでまいりました。冒頭に申し上げまし

たとおり、私は、第５次総合計画の将来像「県央の未来を紡ぐ玉村町」を実現するため、平成２７年

度は、玉村町が一層飛躍できるよう、町民の皆様とともに元気で魅力あふれる躍進する玉村町を全力
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で推し進める決意でございます。 

 町民の皆様並びに議員各位には、変わらぬご支援とご協力をお願いするとともに、本定例会にご提

案を申し上げております平成２７年度予算案を初め、各種案件につきましては、十分ご審議の上、ご

議決いただきますようお願い申し上げ、私の施政方針とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で町長の施政方針の報告を終了いたします。 

 なお、町長の施政方針に対する質問の通告をされた議員には、質問の要旨をあす午前９時までに議

長に提出してください。 

                      ◇                   

◇議長（柳沢浩一君） 休憩いたします。１１時５分より再開いたします。 

   午前１０時４９分休憩 

                                         

   午前１１時５分再開 

◇議長（柳沢浩一君） 再開いたします。 

                      ◇                   

〇日程第７ 承認第１号 専決処分を報告し、承認を求めることについて（平成２６年 

            度玉村町一般会計補正予算（第８号）） 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第７、承認第１号 専決処分を報告し、承認を求めることについ

て（平成２６年度玉村町一般会計補正予算（第８号））についてを議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 承認第１号 平成２６年一般会計補正予算（第８号）における専決処分を報

告し、承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 本案は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２６年１２月２６日付で専決処分したも

ので、同条第３項の規定により本定例会において報告し、承認を求めるものでございます。 

 内容につきましては、昨年２月の大雪により被災した住宅の修繕にかかわる補助金申請が増加した

ことに伴うもので、既定の歳入歳出予算の総額に１，６００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

１２６億７，１８６万３，０００円と定めるものでございます。なお、財源としては、財政調整基金

繰入金を充当いたしました。 

 以上でございます。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 
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次に、本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認されました。 

                      ◇                   

〇日程第 ８ 議案第１号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正す 

             る法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に 

             ついて 

〇日程第 ９ 議案第２号 玉村町教育委員会教育長の勤務時間、休暇等に関する条例 

             の制定について 

〇日程第１０ 議案第３号 玉村町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関 

             する条例の制定について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第８、議案第１号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてから日程第１０、議案

第３号 玉村町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定についての３議案

を一括議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第８、議案第１号から日程第１０、議案第３号までの３議案を一括議題とすることに

決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 
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              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第１号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につきましてご説明申し上げます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が平成２６年６月２０日に公布さ

れ、平成２７年４月１日から施行されることになりました。法改正の趣旨は、教育の政治的中立性、

継続性、安定性を確保しつつ、地方教育行政における責任体制の明確化、迅速な危機管理体制の構築、

地方公共団体の長と教育委員会との連携の強化を図るとともに、地方に対する国の関与の見直しを図

る等、制度の抜本的な改革を行うものとなっております。 

 具体的には、教育委員長と教育長の一本化及び首長の任命による新しい教育長の設置、町長部局へ

の総合教育会議の設置、町の教育政策に関する大綱の策定が行われ、また教育委員会における教育長

へのチェック機能の強化と会議の透明化が図られることになります。本案では、同法の改正に伴い、

改正または廃止が必要となる条例が複数あることから、それらの条例を一括して整理する条例を定め

るものでございます。 

 本条例において改正または廃止する条例は８条例あり、施行年月日順により第１条から改廃するも

のです。第１条では、玉村町長及び副町長の諸給与条例の一部を改正し、題名を玉村町長、副町長及

び教育長の諸給与条例に改め、教育長の給与及び期末手当について規定するものです。これは、新制

度における教育長が特別職の常勤職員となることによるものでございます。 

 第２条、教育委員長の職が廃止されることに伴い、玉村町報酬及び費用弁償支給条例の中の教育委

員長に関する規定を削るものです。 

 第３条は、同法の改正により町長部局において総合教育会議並びに大綱の策定に関する事務が生じ

るため、玉村町課設置及び分掌条例を改正するものです。 

 第４条及び第５条は、玉村町職員等の旅費に関する条例、玉村町特別職報酬等審議会条例について

改正し、新教育長に関する規定を追加するものです。 

 第６条は、玉村町議会委員会条例について改正し、教育委員会の代表者について言及した規定を教

育委員長から教育長に改めるものです。 

 第７条は、玉村町教育委員会教育長の給与条例を廃止するものです。これは、新教育長が教育公務

員特例法の適用を受けなくなったことに伴うものでございます。 

 第８条は、玉村町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例を改正するものです。こ

れは指定管理者の役員等について、これまでの教育長は、教育委員として兼業禁止の規定に該当して

いましたが、新制度での教育長は、教育委員会の構成員ではあるものの、教育委員ではないため、兼

業禁止の規定に新たに教育長を加えるものです。 

 本条例は、同法が施行される４月１日を施行日としますが、第３条による玉村町課設置及び分掌条

例の改正を除き、経過措置を設けます。これは、同法の規定に基づき、現在の教育長が在職をしてい
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る場合については、本条例による改正及び廃止による規定は適用せず、従来の条例の規定をなお有効

とするものです。これにより、今回の改正に伴う新教育長に関する規定は、新制度のもとで初めて任

命される教育長から適用されます。 

 議案第２号 玉村町教育委員会教育長の勤務時間、休暇等に関する条例の制定及び議案第３号 玉

村町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定につきましてご説明申し上げ

ます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、教育長は事務執行に当たり常勤とし、

勤務時間中の職務専念の義務が課せられることが規定されました。これにあわせて具体的な勤務時間

について規定し、これらを特定する必要性が出てまいりました。そこで、本案は教育長の勤務時間及

び休暇等並びに職務専念義務の免除の特例につきまして、一般職員と同様に定めるものでございます。 

 なお、経過措置も先ほどご提案いたしました議案第１号と同様でございます。 

 ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で３議案に係る提案説明を終了いたします。 

 日程第８、議案第１号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例の制定について、これより本案に対する質疑を求めます。 

 １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 

◇１４番（宇津木治宣君） 議案第１号についてお尋ねいたします。 

 教育長、教育委員長が一体のものになるということで、新たに総合教育会議が設置をされるという

ことになるわけですけれども、玉村町課及び分掌条例の中でその総合教育会議に関する業務が総務課

に帰属をするということになるというふうに書かれているわけですけれども、そうするといわゆる教

育長部局というのですか、首長部局、分かれておったのですけれども、その辺の関係が総務課に教育

に関する総合会議の内容が、所管が移るということになるわけでしょうか。 

◇議長（柳沢浩一君） 総務課長。 

              〔総務課長 高井弘仁君発言〕 

◇総務課長（高井弘仁君） 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正の主な重点的な改

正の内容としましては、教育の政治的中立性、継続性、安定性を速やかに確保しつつ、速やかにこれ

を施行していくということが大きな内容であります。その中で、総合教育会議というものができたと

いうことは、今までの行政と教育委員会の別々に行われていた部分を一体、協力し合って、協調し合

って、この総合教育会議を設けまして、計画とかそういうものを一緒になって検討して、それを発表

していくという趣旨でありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） １４番宇津木治宣議員。 
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              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 

◇１４番（宇津木治宣君） 重ねて質問します。 

 結局今までは首長部局、教育委員会部局というふうに分かれていて、それぞれの所属ですと、我々

は文教福祉常任委員会ですから教育委員会部局については我々の担当と。そうすると、今度のこの総

合教育会議に関することが総務課の担当になるということは、議会の対応というのはどういうふうに

なるのでしょうか。 

◇議長（柳沢浩一君） 総務課長。 

              〔総務課長 高井弘仁君発言〕 

◇総務課長（高井弘仁君） 総合調整の関係は総務課が行うことになると思いますが、個々の教育問

題の深い部分につきましては今までとおり文教福祉というふうに今のところ考えておりますが、そち

らのほうの議論はまた後日しっかりと皆さんと検討しながら決めていけばいいのではないかというふ

うに思います。 

◇議長（柳沢浩一君） １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 

◇１４番（宇津木治宣君） 心配される部分というのはそこにあるのです。長年にわたって要するに

首長部局と教育委員会部局が分かれてきて、今おっしゃるように、両方が協力してやっていくほうが

いいと、そういう部分もあると思うのです。ですけれども、この辺がちょっと懸念されるところなの

ですが、いずれにしても総合教育会議が教育を運営するというか、つかさどる一番の上位の会議にな

っていくわけだと思うのです。その会議の方向性に基づいていろいろなものを行政としてやっていく

ということになる。その守備範囲が総務課に移るということは、教育委員会部局はそういう感覚がな

くなってしまうというふうにとれないこともないのですが、総務課長は今後そういうこともいろいろ

整理をしてということですけれども、非常に懸念するところなのですが、教育長はどうですか。 

◇議長（柳沢浩一君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） お答えします。 

 総合教育会議、今回の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正につきましては、もう

ご存じのとおりだと思いますが、まず１つは総合教育会議は首長が主催すると、こういうふうに規定

されております。ですから、総務課に置くということです。総合教育会議の内容につきましては、大

きくは大綱を定めると。これは、今当町で行っております教育振興計画をそれに充てることもできま

す。ですから、そういう大きな問題について、例えば予算の問題、あるいは大綱、あるいは来年度の

方針等を決めていくときに総合教育会議で話題に出して、今後の方向を首長部局と教育委員会とで協

議していくと。ただし、一文がありまして、その中で合意を見られない場合には、今までどおり教育

委員会の方針で行うというふうな一文がございます。ですから、そういうことはないと思いますが、
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一応協議を進めながら、町長部局と教育委員会とが協力してやっていくというのが今回の趣旨であり

ます。ですから、その辺は今も現実に総合教育会議はありませんが、町長部局と常に連絡を取り合っ

てやっておりますので、何ら支障はないというふうに考えているところであります。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

 １３番石川眞男議員。 

              〔１３番 石川眞男君発言〕 

◇１３番（石川眞男君） 同じところの質問をさせてもらいます。 

 教育の中立性や公正性を担保しながらということがあるけれども、例えば町長部局に総合教育会議

をやった場合、非常に最近は個性豊かな首長が出てくるわけですよ、関西とかいろんなところで。そ

ういった人が非常に一見独断的な教育方針を掲げて、町長選に出てきて当選してしまったという形で、

この総合教育会議が開かれた場合、そしてその任期によって４年ぐらいでどんどん変わっていくよう

な、教育の一貫性、継続性が問われるような状況が起こることを私は危惧しているのですが、今の教

育長の答弁で、そういう附則の一項目があるから、教育委員会で何とかできるようなことがという答

弁がありましたけれども、そのことで本当に大丈夫かどうかというのを私危惧するのです。その点は

どう考えているか、町長及び教育長にお尋ねしたいのです。要するに教育の中立性、公正性を言いな

がら、全然そうではないことが行われてしまうのではないかという危惧を多くの人が持っているとい

うことです。 

◇議長（柳沢浩一君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） 先ほど申し上げましたように、それは日ごろからの首長と教育委員会部局

との連携ということが一番重要になってくると思います。それができている限りは心配ないというふ

うに考えています。 

◇議長（柳沢浩一君） １３番石川眞男議員。 

              〔１３番 石川眞男君発言〕 

◇１３番（石川眞男君） できている中ではいいのです。だから、今の世の中はいろいろ出てくるの

で、できていない場合を私は危惧しているということなので、そうした場合、さあ、どうしよう。完

全に教育の中立性、公正性を言いながら、政治介入みたいな形で教育に手を突っ込んでくるような首

長が出てくる可能性というのはあるので、その辺を私は危惧しているということなのですけれども。

その辺を含めて、いわゆる想定外のことが起きた場合、さあ、どうするのだろうという質問です。 

◇議長（柳沢浩一君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） 総合教育会議のメンバーは、首長と教育委員４人と教育長という構成にな

っています。ですから、そういう中で協議をしていくということでありますので、先ほど申し上げた
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ように、極端な例ということは、もう義務教育の中立性、公平性ということは、これはもうどうして

も欠くことのできない条件でありますので、その辺は大丈夫だというふうに考えています。 

◇議長（柳沢浩一君） １３番石川眞男議員。 

              〔１３番 石川眞男君発言〕 

◇１３番（石川眞男君） 町長の施政方針の中でも私は感じたことなのですけれども、要するにこの

日本国憲法によって戦争しない国是の中で日本は来たという観点での町長の行政姿勢があるという意

味では、私は非常に安定的なものかなとは思いますけれども、そういう意味ではないような人が出て

きた場合は、さあ、いろいろやっぱり容易ではないのかなという気もするわけです。そういう中にお

いても、やっぱり教育の中立性、余り政治が介入するような状況が起こらないように。それをどうや

って未然に防ぐのだということをもう少し考えて、どんな形で。今の状況は、確かに玉村町の場合は

安定していますけれども、どういうことになるかわからないので、そのときの政治に教育が翻弄され

るようなことのないような状況をどうにやってつくっていけるかということも考えていただければと

思うのですけれども。要望ではなくて、質問にかえていきたいと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） もうちょっと具体的に申し上げますと、政治的中立性の確保という観点か

ら、今教育委員会としてどういうふうに変わった部分があるかということにつきましては、教育委員

会は引き続き執行機関として機能するということであります。それともう一つ、総合教育会議で首長

と協議、調整を行うが、最終的な執行権限は教育委員会に留保されていると。だから、法が変わって

もそういう状況であると。先ほど申し上げたのを詳しく申し上げるとそういうことであります。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） どうももう少しその基本的なところがお互いにわかっていないのではないか

と。私もよくわからないのですが、首長と教育長の関係、それから教育長と教育委員の関係が変わり

ましたね、法律で。それはなぜ変わったのか。そのところをちょっと教えていただきたいと思います

が。 

◇議長（柳沢浩一君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） この法律が施行されるようになったいきさつの一番の大きな要因は、これ

は大津市のいじめの事件がございました。その中で首長と教育委員会部局とが意見調整がうまくいっ

ていないというような状況があったということが、一つのきっかけになったと考えております。 

◇議長（柳沢浩一君） ９番町田宗宏議員。 
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              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） そういうことだと思うのです。 

 それで、首長も教育長も、あるいは教育委員の方もそれぞれの見識がありますから、その見識に基

づいてそれぞれの業務をしっかりやっていけばいいのだと思うのです。先ほど来宇津木議員あるいは

石川議員が言われているような懸念はあります。私もそれは持っておりますが、しかし法律でそうに

決められた以上は、お互いがそれぞれの見識を持って職務を遂行されれば、それでいいのだと思うの

です。 

 以上で私の意見を終わります。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第９、議案第２号 玉村町教育委員会教育長の勤務時間、休暇等に関する条例の制定に

ついて、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に日程第１０、議案第３号 玉村町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例

の制定について、これより本案について質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１１ 議案第４号 玉村町まちなか交流館条例の制定について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１１、議案第４号 玉村町まちなか交流館条例の制定について

議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第４号 玉村町まちなか交流館条例の制定についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、役場周辺地区公共施設等高度利用計画により、旧桐生信用金庫玉村支店を整

備し、多世代交流による協働のまちづくりの推進と児童、老人福祉の増進を図るとともに、旧日光例

幣使道の沿道地域の活性化を推進するため、交流館を設置するものでございます。 
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 交流館の主な施設は、地域福祉施設として社会福祉協議会、これは一時的な移転先と考えておりま

す。子育て支援施設として放課後児童クラブ、また地域交流施設としてはふれあいの居場所として活

用を行うものでございます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第４号 玉村町まちなか交流館条例の制定については、総務常任委員会に付託の上、審査する

ことにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は総務常任委員会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第１２ 議案第５号 玉村町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準 

             を定める条例の制定について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１２、議案第５号 玉村町地域包括支援センターの職員及び運

営に関する基準を定める条例の制定について議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第５号 玉村町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定

める条例の制定についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の

整備に関する法律、第３次地方分権一括法の施行による介護保険法の一部改正に伴い、厚生労働省令

で定めることとしていた基準について、地方公共団体の条例で定めることとなったことに伴い、地域

包括支援センターの人員及び運営全般にわたる基準を定めるものでございます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 
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これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１３ 議案第６号 玉村町保育料徴収条例の制定について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１３、議案第６号 玉村町保育料徴収条例の制定について議題

といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第６号 玉村町保育料徴収条例の制定についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、幼稚園、保育所、認定こども園及び家庭的保育事業等の保育料について、徴

収の基準を定めるものでございます。 

 従来、保育所保育料については、児童福祉法に徴収根拠があり、幼稚園保育料は地方自治法に徴収

根拠が規定されていたところでございます。平成２７年４月より本格施行となる子ども・子育て支援

新制度においては、公立保育所の保育料につきましても徴収根拠が地方自治法となるため、条例で規

定することにより、公債権としての取り扱いとなります。また、保育所、幼稚園だけでなく、認定こ

ども園を含む特定教育・保育施設や特定地域型保育事業に係る保育料の上限額につきましても、子ど

も・子育て支援法施行令で規定されることから、施設種別ごとでなく、一体的に保育料を定めるもの

でございます。 

 ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 
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◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

 ３番石内國雄議員。 

              〔３番 石内國雄君発言〕 

◇３番（石内國雄君） 細かい内容が、規則で定めるという形だけになっていまして、これは保育料

とか、今までの保育料の金額とか、そういうものは大幅に変わるような内容のものでございましょう

か。もし具体的にある程度のものを言っていたければありがたいのですけれども。どのような改正に

なりますか。 

◇議長（柳沢浩一君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 齋藤修一君発言〕 

◇子ども育成課長（齋藤修一君） 保育料の算定におきましては、従来の保育料と余り変わらないよ

うな形で設定のほうを進めております。先日、全員協議会のほうでもご説明した資料が、保育料の案

という形になっております。 

◇議長（柳沢浩一君） ３番石内國雄議員。 

              〔３番 石内國雄君発言〕 

◇３番（石内國雄君） 従来と変わらないということなのですが、基本的な例えば計算方法とか、そ

ういうものの変更はあるのでしょうか。 

◇議長（柳沢浩一君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 齋藤修一君発言〕 

◇子ども育成課長（齋藤修一君） 計算方法におきましては、従来は所得税をもとに計算を行ってお

りましたが、新制度におきましては住民税を基準に算定を行うということに変わりましたので、その

点に注意しながら算定のほうは行っているという形になっております。 

◇議長（柳沢浩一君） ３番石内國雄議員。 

              〔３番 石内國雄君発言〕 

◇３番（石内國雄君） それから、保育料については階層が幾つか分かれていたと思うのですが、そ

の階層のほうについては変更はありますでしょうか。 

◇議長（柳沢浩一君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 齋藤修一君発言〕 

◇子ども育成課長（齋藤修一君） 保育料の算定の階層につきましても、なるべく負担額が変わらな

いような形で細分化を行いまして、階層のほうを定めております。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

 １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 
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◇１４番（宇津木治宣君） 本議案は、文教福祉常任委員会に付託をされる予定なのですが、詳細に

ついては委員会の中で聞きたいと思うのですけれども、１点だけ、この中で今までの幼稚園、玉村町

幼稚園保育料徴収条例が廃止になるわけです。この条例では規則によって定めると、幼稚園ですね。

この規則はいつ定めることになるのか。要するに廃止の条例が出ているわけですから、根拠がなくな

るので、規則で定めると。ある程度規則もこういう形でと示していただかないと、何かちょっと心配

な部分があるので。 

◇議長（柳沢浩一君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 齋藤修一君発言〕 

◇子ども育成課長（齋藤修一君） 規則につきましても、文教福祉常任委員会の説明の中ではお示し

して、説明をさせていただきたいというふうに考えております。設定につきましては、なるべく条例

と同じ時期に定めたいというふうには考えておりますが、ただ国のほうからモデル案的なものがまだ

示されていない部分もございますので、実際に４月に間に合うようには定めるわけですけれども、そ

の辺がぎりぎりになってしまうという可能性もございます。 

◇議長（柳沢浩一君） １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 

◇１４番（宇津木治宣君） 詳細については、では委員会で。 

 ただ、規則がまだ定めていない、定める時期も特定されていない、これからだという中で、今度の

資料として、保育料は幼稚園は今まで５，０００円だったので、それが継続されるような説明ですけ

れども、その根拠がまだできていないのにこの説明では、順序がおかしくなっているのではないかな

と思うのですけれども。 

◇議長（柳沢浩一君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 齋藤修一君発言〕 

◇子ども育成課長（齋藤修一君） 幼稚園の保育料につきましては、学校教育課のほうで今検討して

おるかと思いますので、詳しいことについては学校教育課のほうで確認していただきたいと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 小板橋 保君発言〕 

◇学校教育課長（小板橋 保君） 幼稚園の保育料の関係についてお答えいたします。 

 幼稚園の保育料につきましても、新たに４月から変わります。幼稚園の場合につきましては、一応

１号認定という形になりますけれども、それも規則の中で定める形になってございます。規則につい

ては、まだ確定はしておりません。委員会の付託になったときには資料がお示しできるような形で進

めておりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

◇議長（柳沢浩一君） １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 
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◇１４番（宇津木治宣君） では、委員会まで間に合わせていただけるようにお願いいたします。 

◇議長（柳沢浩一君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 小板橋 保君発言〕 

◇学校教育課長（小板橋 保君） 委員会までには間に合うように作成いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６号 玉村町保育料徴収条例の制定については、文教福祉常任委員会に付託の上、審査する

ことにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は文教福祉常任委員会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第１４ 議案第７号 玉村町土砂等による埋立て等の規制に関する条例の制定に 

             ついて 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１４、議案第７号 玉村町土砂等による埋立て等の規制に関す

る条例の制定について議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第７号 玉村町土砂等による埋立て等の規制に関する条例の制定につい

てご説明申し上げます。 

 本案につきましては、土砂等の埋め立て等について必要な規制を行い、土砂等の埋め立て等の適正

化を図ることにより、生活環境の保全及び住民の安全に資することを目的としています。近年、建築

工事に伴い排出された土砂等による埋め立て等について、有害物質の混入や堆積された土砂等の崩落

を心配する声がふえてきていることから、条例を制定するものであります。 

 条例の概要を申し上げますと、有害な物質で汚染されている土砂等による埋め立て等を行うことを

禁止すること。面積が５００平方メートル以上３，０００平方メートル未満の土地の埋め立て等を行
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おうとする場合には、原則として町長の許可が必要なこと。条例に違反した場合は罰則規定があるこ

とであります。有害の物質につきましては、環境基本法で定められている土壌の汚染に係る環境基準

に準じて定めるところであります。また、面積につきましては、３，０００平方メートル以上の埋め

立て等は県の条例で規制されておりますので、それ以下を本条例の対象としております。 

 ご審議の上、よろしくお願いいたします。 

◇議長（柳沢浩一君） 提案理由の説明が終了いたしました。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第７号 玉村町土砂等による埋立て等の規制に関する条例の制定については、総務常任委員会

に付託の上、審査することにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は総務常任委員会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第１５ 議案第８号 玉村町道の駅条例の制定について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１５、議案第８号 玉村町道の駅条例の制定について議題とい

たします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第８号 玉村町道の駅条例の制定についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、現在建設中でありますたまむら道の駅玉村宿の設置や管理に関することにつ

きまして、道の駅条例として制定するものであります。 

 条例の概要を申し上げますと、まずは設置といたしまして、道路の通行者への良好な休憩の場の提

供、観光情報、地域情報の発信等により、町民及び来訪者の相互の交流を促進するとともに、農産物

等の地場産品の展示及び販売による地域産業の振興に資することを目的としております。そして、基

本的な事項としまして、名称及び位置、取り組む事業、施設の概要、開館時間等などを規定していま

す。また、施設を使用する場合の施設の使用許可、物品等を販売する場合の販売等の許可、使用並び
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に販売に係る使用料について規定するとともに、指定管理者による管理についても、いわゆるできる

規定として定めているものであります。 

 所期の目的が達成できるよう、しっかりと管理運営を行ってまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 提案理由の説明が終了いたしました。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第８号 玉村町道の駅条例の制定については、経済建設常任委員会に付託の上、審査すること

にいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は経済建設常任委員会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第１６ 議案第９号 玉村町職員定数条例の一部改正について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１６、議案第９号 玉村町職員定数条例の一部改正について議

題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第９号 玉村町職員定数条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、職員の退職、新規採用に伴い、職員定数を変更するものでございます。現時

点での退職予定者は、昨年６月にやめた職員を含めますと７名になります。また、平成２７年度の新

規採用職員は５名を予定しており、全体では２名の減となる見込みであります。任命権者別の定数の

変更につきましては、教育委員会部局の職員数を２名そのまま減じ、実際の数に合わせるものでござ

います。 

 ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 
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◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１７ 議案第１０号 玉村町職員共済会に関する条例の一部改正について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１７、議案第１０号 玉村町職員共済会に関する条例の一部改

正について議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第１０号 玉村町職員共済会に関する条例の一部改正についてご説明申

し上げます。 

 玉村町職員共済会の運営につきましては、現在職員の掛金は職員給料の１，０００分の４、町の負

担金については職員給料の１，０００分の３の負担をいただき、玉村町職員の福利厚生事業として健

全な運営を行っているところでございます。 

 互助会への公費負担については、以前より全国的に見直しが行われており、群馬県内の市町村でも

同様に見直しが進められております。当町でも町民の皆様からご理解をいただくためには、減額する

ことが適切であると判断し、共済会の理事会の了解を得まして、改正の提案をさせていただくもので

ございます。 

 改正内容といたしましては、町負担分を職員給料額の１，０００分の３から１，０００分の２に改
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めるものでございます。このことにより、町の負担額は約９４万円減額となるものでございます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１８ 議案第１１号 玉村町職員の給与に関する条例の一部改正について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１８、議案第１１号 玉村町職員の給与に関する条例の一部改

正について議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第１１号 玉村町職員の給与に関する条例の一部改正についてご説明申

し上げます。 

 本案につきましては、東日本大震災に伴い、配偶者と別居し、被災地に派遣される職員を想定し、

単身赴任手当の支給を新設するほか、これに付随して住居手当についても国家公務員に倣い、必要な

改正を規定するものでございます。 

 住居手当については、これまでの職員がみずから居住するための住宅に加え、単身赴任する職員の

配偶者が居住する住宅を新たに支給対象とすること。また、配偶者が居住する住宅の手当額は、通常
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の２分の１に相当する額と規定するものとなります。参考までに申し上げますが、現在玉村町では宮

城県亘理町に職員を派遣しておりますが、派遣職員の住宅は亘理町が負担しているため、赴任先の住

宅手当の支給はございません。 

 続きまして、第１０条の５の単身赴任手当については、月額を３万円とし、赴任先の住居と配偶者

の住居の距離に応じて７万円を超えない範囲で加算額を支給する内容を規定しております。 

 なお、附則において、施行日を平成２７年４月１日とし、単身赴任手当の月額については施行日か

ら平成３０年３月３１日までの間、特例措置として３万円を超えない範囲で規則において定める内容

を規定しております。 

 ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第１９ 議案第１２号 玉村町介護保険条例の一部改正について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第１９、議案第１２号 玉村町介護保険条例の一部改正について

議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 
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◇町長（貫井孝道君） 議案第１２号 玉村町介護保険条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画期間中の６５歳以上（第１号

被保険者）でございます。６５歳以上の介護保険料の見直し並びに地域における医療及び介護の総合

的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律及び地域の自主性及び自立性を高めるため

の改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による介護保険法の一部改正に伴い、改正の

必要が生じたものであります。 

 介護保険料につきましては、介護保険事業の円滑な運営を図るため、３年ごとに介護保険事業計画

を策定し、サービス費用の見込み量等に基づき算定をいたしております。高齢化の進展に伴い、今後

制度を維持、継続するために必要なサービス量の増加や地域支援事業等を推計し、また第５期計画期

間では介護保険基金を全て繰り入れましたが、群馬県財政安定化基金を借り入れての運営となり、そ

の償還も含めた算定となります。 

 ６５歳以上の方、これは第１号被保険者でございます。の保険料は、本人及び世帯の合計所得金額、

市町村民税の課税状況等により、所得に応じた段階設定をしており、現行８段階９区分を１０段階設

定とする弾力化を行います。被保険者の負担割合では、４０歳から６４歳の第２号被保険者との保険

料水準が等しくなるように振り分けられるため、平成２７年度からの割合が２１％から２２％に増し、

また標準給付費の５％を総額として市町村に交付される財政調整交付金が玉村町では年々減少算定と

なってきており、その分も第１号被保険者が負担することになります。 

 地域区分については、第５期と同様の加算となります。報酬改定などの減額改定はあるものの、介

護費用の自然増が大きく、増額の算定となりました。介護保険料は、第５段階の年額７万５，７００円、

月額では６，３１０円が基準額となります。また、介護予防・日常生活支援総合事業等に関する経過

措置については、法改正に伴い改正するものです。 

 高齢者の増加に伴い、介護保険制度が開始されて以来、介護サービスを提供する事業者や、そのサ

ービスを利用する方が年々増加しております。介護保険に係る費用も増大し、介護保険料の高騰も続

いており、高齢者の負担も増しております。一人一人が健康意識を高めていただくとともに、地域包

括ケアを推進し、地域支援事業や介護予防事業の提供を通じて、自立支援や要介護度の悪化防止によ

る介護給付費の抑制、真に必要とする過不足ないサービスと適切な提供、給付の適正化、需要の把握

等に努め、より信頼と安心のおける皆で支え合える持続可能な制度となるよう努めてまいりたいと考

えております。 

 よろしくお願いいたします。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 
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◇１４番（宇津木治宣君） 何点か質問します。 

 介護保険始まって１５年になるわけですけれども、当初始まったときから比べると高齢者比率がど

んどん高まると。このままいくと、我々が団塊の世代になるころにはもう年寄りだらけになってしま

って、胴上げ型から肩車型に変わるのだという背景の中で、１号被保険者の６５歳以上の２１％の負

担、その部分について、やりくりが上げるしかないということの中で、料金改定をする方向になって

いるのだと思うのです。調べてみましたら、１８年から２０年までは３万７，８００円だったのです。

次の２１年から２３年までが４万６，８００円、４段階の平均のところです。２４年から２６年まで

が５万６，４００円、これが現行です。これが一気に上がって７万５，７００円と。このままいけば、

介護保険制度そのものがもう負担し切れない部分というのがどうしても出てきてしまうおそれがある

のではないかと思うのです。 

 およそ要するに総合計画に基づくサービスとか支援を計算して、供給需要の総計予算を立てる。来

年は２２億円を、どんどん、どんどんうなぎ登りですけれども、この値上げというのですか、保険料

改定というのは、６５歳以上のお年寄りに受任できるものなのかという疑問がどうしても残るし、今

回仮に値上げをしても、３年後にはもうこれでは済まないものになっていくのではないかというふう

に私は懸念をしているわけです。要するに、だから介護保険制度そのものの問題点がもう出てきてい

るのではないかと思うのですけれども、その辺について答弁をいただきたいと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） お答えいたします。 

 介護保険制度の問題等が出てきているのではないかというお話でございますが、平成１２年から介

護保険制度がスタートしまして、今平成２７年、１５年経過したわけでございます。そういった中で、

保険料の伸びが非常に多いと。２０２５年、団塊の世代が７５歳以上になる時分には、国では

８，２００円程度になるだろうと、月額ですね、そういうお話でございます。玉村町も今、今回こう

いう６，３１０円というふうにお示しさせていただきますと、このペースでいくと９，０００円程度

になってしまうということも考えられます。そういった中で、この制度を維持していくためには、町

といたしましても今回は確かに第５期の中で当初予定しました給付見込額を４億円以上上回って利用

されたというふうな中で、今回の値上げとなるわけでございますが、結局高齢化率は低いわけですが、

それなりにサービスを使う方が多いという中で、当町は特に伸びているのが通所介護とかデイサービ

スの利用になりますか。その辺で伸びているのですけれども、結局当町にも結構事業所もありますし、

近隣の伊勢崎市、前橋市、高崎市でもそういった事業所もあるということで、当町から非常に通いや

すいというような面もございまして、利用者のためにはいいのですが、かなりそういった意味で伸び

た部分がございます。 

 そういった中で今後どうしていくかということでございますが、第６期の計画の中では、今まで筋
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トレ事業とかもかなり普及してやっておるのですが、そういった中でも給付費が伸びたという中で、

第６期におきましてはもちろん介護保険法の改正等もある中での地域支援事業、あとは地域包括ケア

の推進、そういう中で玉村町においては居場所づくり事業を平成２５年度から仕掛けさせていただい

た中で、現在１０カ所できております。そういった中で、できるだけ元気な高齢者をつくっていただ

いていくようなことをしていただく中で、介護のサービス利用もできるだけ抑えた中で、今回はこれ

だけの値上げになるのですが、次回、次期第７期のときには繰り越しなりができるような形でなれば

というふうには考えて、できるだけ２０２５年におきましてもこのままの値上げの幅でいかないよう

な形をとっていければというふうに考えております。 

 これは、国の全体の制度でございますので、地域によってそれぞれいろいろな格差というか、そう

いう部分もございますが、今後国においてどのようにまた対応していくのかという問題もございます

し、また消費税等の今回見送られた部分で、そういった影響もこの事業に出ているというふうなこと

もございます。そういった中で、町といたしましては今後はやはり元気な高齢者でずっといってもら

って、健康寿命を延ばしていくと。できるだけ介護サービスを本当に必要な方が使うのはもちろんな

のですが、そういう中でやっていくしか今のところないのではないかというふうなことで考えており

ます。ちょっと済みません。長くなりまして済みませんでした。 

◇議長（柳沢浩一君） １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 

◇１４番（宇津木治宣君） 結局、介護保険の費用は税金で５０％、市町村が１２．５％、都道府県

が１２．５％、国が２５％と。その残りの半分を１号保険者、６５歳以上が２１％、残りの２９％を

４０歳から６４歳までの人の給付によって賄われていると。若年世代も相当大変になっているわけな

のです。消費税導入とかいろいろなさまざまな中で社会保障の充実と言いながらも、実際には法人税

の引き下げとか、そういうふうにやっぱりお金がいってしまって、なかなか抜本的に介護保険の将来

をにらんだ仕組みというのが、私は何となくできていないのではないかなというふうに危惧をして、

とりわけ玉村町は健康なお年寄りをつくるということでさまざまな努力を重ねてきました。筋トレも

ほとんどのクラブでやっていますし、それは町長のいろいろ健康づくりの政策の一定のあらわれでは

ないかと。この点については評価したいと思うのです。国民健康保険も今回値上げになりましたけれ

ども、十幾年まで、県内でも例を見ない長期の値上げ抑制ということで頑張ってきましたけれども、

その上、今度は要支援１、２、それが要するに地域包括とかそういうところに振りかえられる。地域

の皆さんで地域で面倒を見ようという話とあわせて、今度は特老には認定が４と５、３段階以下は入

れないというような状況の中で、全体として介護の重要性が叫ばれつつある中で、やっぱり国なりも

っと本腰を入れた制度の仕組みについて取り組んでいかないと、日本おかしくなってしまうのではな

いかという危惧をしているのですけれども、これは私の考えですけれども。 

 そこで、例えば第１段階生活保護世帯が市民税非課税の老齢福祉年金受給者３万７，８００円、こ
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れは６５歳以上ですから年金から天引きになるわけですけれども、およそ年金額のどのくらいの割合

を占めるような状況に。個別のケースがあるでしょうけれども、どんなことになっているでしょうか。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） 第１段階の方、年額で３万７，８００円、今回特例措置がございま

して０．４５になるので、３万４，０００円となるわけですが、この年金の所得、町民税非課税世帯

で本人の前年の公的年金の収入額と合計所得金額の合計が８０万円以下、こういった方、あとは生保

の方とかおるのですが、これが全部で９９６人おるわけでございます。８０万円以下ということです

ので、少ない方は本当の老齢年金というか、十数万円の方から８０万円ぎりぎりの方とか、そういっ

た方になると思います。平均の金額はちょっと出しておりませんので、わかりません。 

◇議長（柳沢浩一君） １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君発言〕 

◇１４番（宇津木治宣君） この程度の介護保険料は平気だという人はいっぱいいると思うのです。

問題は力のある人と力のない人というか、置かれている状況によってこの料金の重みというのは全く

変わってくるのではないかと思うのですけれども、先ほど課長が答弁にありましたように、９９６人

の方は８０万円以下の年金頼みということで、その中からいろんなものを払うわけですけれども、介

護保険だけではありませんね。ほかの税金というか、ほかの負担もありますから、生活がやっていけ

なくなってしまうのではないかというような、もう受任限度を超えているというか、そういう懸念を

しているのですけれども、この第１段階が２つに分かれた理由というのはどの辺にあるのでしょうか、

お答えいただきたいと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） 第１段階は今までどおりでございます。第２段階が今までどおり。

２つに分かれたのが、前の第３段階が２つに分かれるということになりましたので、前の第１段階、

第２段階は、やはりそのまま第１段階ということになります。やはり第１段階の方は、そういった介

護保険料につきましては公的年金から天引きを９０％ぐらいの方が行っておるのですが、やはり第

１段階の方は普通徴収になる方が多いかと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

 ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） 昨年消費税が上がって、それから今度この介護保険料が上がって、国民健康

保険料も上がると。何か一気に噴火するようにどんどん負担金がふえていくと。これをもう少しうま

く、なだらかに保険料等上がるように設定できないものなのでしょうか。少なくとも町のこの介護保
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険料とか国民保険料、これなどはこの小さい組織の中ですから、急に両方とも一気に上げると、こう

いうのではなくて、一、二年ずらせるとか、あるいは階段式に、一度に何％も上げると、こういうの

ではなくて、徐々に上がっていくと。例えば１０％を上げるときに年度ごとに３％ずつ上げていくと

か、そういう方式はとれないものですか。いかがなものでしょう。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） やはり計画が３年を、一応全体の中を３年間を考えた中で保険料の

算定をさせてもらっておりますので、１年目はそんなに上げなくて、２年目で状況を見てあげて、３年

目がどんと上がるとか、そういうふうな方向性のことをおっしゃっているのかと思いますが、その辺

は３年間の計画だということで、ご理解をいただきたいと思います。そういった中でできるだけ給付

費を抑えた中で、第７期のときにはそういった大幅な値上げにならないような形がとれればというこ

とで考えておりますが、よろしくお願いします。 

◇議長（柳沢浩一君） ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） では、介護保険料と国民健康保険料、これは調整するわけにはいかないので

すか、町としては。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） 国民健康保険の中からも４０歳から６４歳までの方の介護分という

形でいただいておるのですが、これを調整するということはちょっとできません。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

 １４番宇津木治宣議員。 

              〔１４番 宇津木治宣君登壇〕 

◇１４番（宇津木治宣君） 議案第１２号 玉村町介護保険条例の一部改正について、反対討論を行

います。 

 先ほど質疑のある中で、玉村町の要するに元気なお年寄りづくり、かなり成果を上げていると。そ

して、介護保険の運営について皆さんが努力をされている。それから、地域の皆さんの力をかりて居

場所づくり、さまざまな活動を展開しているのは、本当に尊敬をするところであります。しかし、今
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議論したとおり、このまま介護保険制度のこの割合の負担の中では、介護保険がどんどん、どんどん

上がる方向に避けられないということで、先ほどの話の中にも９９６人、多くの方が、ほとんど低所

得で普通徴収。普通徴収というのは年金が低過ぎて、そこから介護保険料を天引きできないというよ

うなことで、そうすると別途に請求書が来ると。払わないと、要するに給付制限になってしまうとい

うような状況の中で、私はもうこれは介護保険制度のこの値上げが、地方議会で、ああ、そうか、そ

うかということで満場一致で通るようなことでは、国はまだ何とかなるなと油断をするような感じが

するので、私はあえて介護保険制度の抜本的な見直しを迫る地方議員としての意見を上げる意味で、

本議案には反対をしたいと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、賛成の方の討論を求めます。 

 ５番齊藤嘉和議員。 

              〔５番 齊藤嘉和君登壇〕 

◇５番（齊藤嘉和君） 賛成の立場から討論申し上げたいと思います。 

 今回の値上げ幅というのは結構あるのですけれども、いろいろ内容を聞いてみますと、県からの数

千万円に上る財政安定化基金ですか、いずれにしても県からの借金がある。そういう中で、この分を

まず返済しなければいけない。もし前回、３年前の値上げがこういったことをしないように値上げが

この３年間してきたとすれば、このほどの値上げ幅にはならなかった。そういうことでもあります。

そういう意味では、事務方にはもう少し精査した３年前の値上げの計算がしてほしかったなというの

も一つございますけれども、いずれにしても現状を見ますと、そういった県からの借り入れを返す。

そしてまた、今後３年間、健全な介護保険運営ができる。そういうことを見ますと、この値上げとい

うのはもろ手を挙げて賛成というわけにはまいりませんけれども、仕方ない選択肢である。そんなふ

うに感じまして、賛成の討論といたします。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに討論ありませんか。 

 ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君登壇〕 

◇９番（町田宗宏君） 先ほども質問しましたが、この介護保険料、それから国民健康保険、これら

も総合的に考えて、極端な階段方式でなくて、なるべくなだらかなエレベーター方式というのですか、

そういう感じの料金のアップをするようにしてもらいたいと思います。 

 終わります。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 



－51－ 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 異議がありますので、起立により表決を行います。 

 まず初めに、本案に賛成の議員の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

◇議長（柳沢浩一君） 起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

◇議長（柳沢浩一君） 休憩いたします。１時３０分に再開をいたします。 

   午後０時２５分休憩 

                                         

   午後１時３０分再開 

◇議長（柳沢浩一君） 再開いたします。 

                      ◇                   

〇日程第２０ 議案第１３号 玉村町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに 

              指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支 

              援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正につい 

              て 

〇日程第２１ 議案第１４号 玉村町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び 

              運営に関する基準を定める条例の一部改正について 

〇日程第２２ 議案第１５号 玉村町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、 

              設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに 

              係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準 

              を定める条例の一部改正について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第２０、議案第１３号 玉村町指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定

める条例の一部改正についてから日程第２２、議案第１５号 玉村町指定地域密着型介護予防サービ

スの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正についての３議案を一括議題といたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第２０、議案第１３号から日程第２２、議案第１５号までの３議案を一括議題とする

ことに決定いたしました。 
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 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第１３号 玉村町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正

についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成１８年厚生労働省令第３７号）の一部改正

に伴い、厚生労働省令を基準として各自治体が条例で定めることとされ、今般国の改正省令が平成

２７年４月１日施行予定であることから、これにあわせ町の条例を改正するものであります。 

 議案第１４号 玉村町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正についてご説明申し上げます。介護サービス等の基準につきましては、地方分権一括

法等により介護保険法（平成９年法律第１２３号）が改正されたことに伴い、厚生労働省令を基準と

して各自治体が条例で定めることとされ、今般国の改正省令が平成２７年４月１日施行予定であるこ

とから、これにあわせ町の条例を改正するものであります。 

 国が示す基準、これは省令でございます。省令と同様に改正を行い、町独自の基準として暴力団員

による不当な行為の防止等に関する法律、これは平成３年法律第７７号及び玉村町暴力団排除条例（平

成２４年条例第１７号）の趣旨を踏まえ、追加いたしております。 

 議案第１５号 玉村町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の

一部改正についてご説明申し上げます。議案第１４号と同じく、介護サービス等の基準につきまして

は、地方分権一括法等により介護保険法、平成９年法律第１２３号でございます。この法律が改正さ

れたことに伴い、厚生労働省令を基準として各自治体が条例で定めることとされ、今般国の改正省令

が平成２７年４月１日施行予定であり、これにあわせ町の条例を改正するものであります。 

 国が示す基準、これは省令でございます。と同様に改正を行い、町独自の基準として暴力団員によ

る不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）及び玉村町暴力団排除条例、これは平

成２４年条例第１７号の趣旨を踏まえ、追加いたしております。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で３議案に係る提案説明を終了いたします。 

 日程第２０、議案第１３号 玉村町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について、

これより本案に対する質疑を求めます。 
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              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２１、議案第１４号 玉村町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正について、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２２、議案第１５号 玉村町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準を定める条例の一部改正について、これより本案に対する質疑を求めます。 
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              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２３ 議案第１６号 玉村町社会体育館の設置及び管理に関する条例の一部改 

              正について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第２３、議案第１６号 玉村町社会体育館の設置及び管理に関す

る条例の一部改正について議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第１６号 玉村町社会体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついてご説明申し上げます。 

 改正の概要を申し上げますと、玉村町社会体育館につきまして指定管理者制度の導入に向け、これ

にあわせ現在の条例を整備するために一部を改正させていただくものでございます。 

 また、社会体育館使用料につきまして、減免対象に身体障害者、療育手帳または精神障害者保健福

祉手帳の交付を受けた者及び団体を対象とし、トレーニング室の使用料につきましても高校生、６５歳

以上及び身体障害者、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者及び付添人を減免の

対象と改定させていただくものです。改定後の料金の適用時期についてですが、平成２７年４月１日

から施行するものです。 

 なお、経過措置として、使用前に施設の予約を行い、料金を納付し、使用の許可を得ている者につ

いては、改定前の旧料金で使用していただくこととなります。 



－55－ 

 以上、ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ６番備前島久仁子議員。 

              〔６番 備前島久仁子君発言〕 

◇６番（備前島久仁子君） １つ伺います。 

 指定管理者による管理ということで、今までは指定管理ではなかったわけで、今後指定管理者制度

を導入することによるこの条例なわけですけれども、指定管理者にすることによって何を大きな目的

としていきますか。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） 指定管理者が行えるようにするための条例改正についてお答えしま

す。 

 現状、社会体育館におきましては職員が３名、それと臨時職員で対応して、また夜間対応につきま

しては外部に委託しまして夜間の対応等、土、日対応をしております。そういった中で、今回の指定

管理に出す部分につきましては、主に社会体育館の運営、管理でございまして、体育館のふだんのス

ポーツ振興事業として体育協会とかスポーツ推進委員とかおるわけですが、そちらのほうは指定管理

には今のところまだ検討中ということでございますが、体育館の管理についてを出すという予定でご

ざいます。 

◇議長（柳沢浩一君） ６番備前島久仁子議員。 

              〔６番 備前島久仁子君発言〕 

◇６番（備前島久仁子君） その指定管理に出すための条例なのですけれども、指定管理に出す一番

大きなメリットは何ですか。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） 指定管理、総合運動公園も現在出しておるのですが、要は利用者へ

のサービスの向上あるいは経費の削減等、そういった部分で指定管理をしていくというようなことで

考えております。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

 ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） この条例は、指定管理者にするというのと、料金の一部改正もあるわけです

が、私はこの社会体育館の使用料等については全面的に改正をしたらどうかと思っているのです。 
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 実は、今回こういうのが出るということを何人かの町民の方にお話ししましたら、社会体育館の使

用料が町民と町民以外の方との料金が同じだと、同じではないかと。なぜそうしているのかと。町民

の税金であれを管理しているのではないかと。そうすれば、やはり町民よりも、町民以外の方の料金

を高くしたらどうかと、こういう話が一つありました。それで、細かくでは幾らにするのだと言って

も、まだその場では幾らぐらいが適当という話はなかったのですけれども、いずれにしても料金は差

をつけるべきではないかというのが一つございました。それが１点。 

 もう一点は、社会体育館、団体で借りようとして使用申請に行ったと。１カ月前に申請をするよう

になっているようなのですが、朝の４時ごろ行ったらしいのですね、代表者が。町のある団体の代表

者が朝４時ごろ行ったと。使用する１カ月前ですね。そうしたら、既に前橋市の団体の方が来ていて、

その方が３時ごろからもうここにいるのだという、社会体育館の玄関のところにいたらしいのです。

それで、１カ月前の日曜日、全面的に借りられるようになってしまったらしいのです。そういうもの

については、何らかの条例で玉村町の町民を優先的に使用できるように条例を改正してもらえないか

と、こういう２点、話がありましたので、それについて回答を願います。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） 利用料金の関係でございますが、町外者は１．５倍というふうな形

で行っている市町村もあると聞いております。そういった中で、玉村町は運動公園なんかだとそうい

った申し込みとか、そういう部分とかいろいろな部分で差がある部分もございますが、体育館ではそ

ういったことで同じだということでございますが、そういったご意見というか、提案ということで、

今後参考にさせていただきたいと思います。 

 また、後の事件では、そういったトラブルがあったということは私も聞き及んでおります。いろん

な部分でその辺で、その後も結構ちょっとトラブルでもめたというようなお話もあるのですが、今後

はそういったことのないような形がとれればと考えております。よろしくお願いします。 

◇議長（柳沢浩一君） ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） これは社会体育館だけでもないのです。角渕にあるグラウンドゴルフ場も、

あれ全部無料でやっていますけれども、管理は町から何百万円か出して管理をしてもらっていますが、

やはり町民の税金でやっているものですから、何らかの町民が優先的に使用できる、あるいは町民が

使用する料金がほかの町外から来られる方よりも少しでもいいから安くしてやると。そういうのが町

の行政ではあっていいのだと思うのです。それについて町長、いかにお考えですか。 

◇議長（柳沢浩一君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 町の施設は、町民の一番の権利があるものでございますので、そういうもの
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も中にはありますけれども、ほとんどのところは町外の人と町内の人の差別ができていると思ってい

ます。体育館についてはそういうことでございますので、今後検討する必要があるかなと考えており

ます。 

◇議長（柳沢浩一君） ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） ぜひ町の公共施設、町民が使用する場合、町民以外の方が使用する場合、ど

のように格差を設けたほうがいいのか、設けないほうがいいのか。全体的に検討されて、それですぐ

条例改正をしてもらいたいというのではありません。それに１年、２年、検討を要する期間が必要な

らその後でいいですから、町民が納得するような料金改定あるいは使用の優先順位、そういうものを

ぜひ検討していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

◇議長（柳沢浩一君） １３番石川眞男議員。 

              〔１３番 石川眞男君発言〕 

◇１３番（石川眞男君） 例えばこの中でアリーナも含めて、トレーニング室も含めて、高校生もし

くは６５歳以上または身体障害者手帳、療養手帳もしくは精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交付

を受けた者による使用は半額とするということによって、この適用される人数というのは年間、例え

ばトレーニング室では何人ぐらい予想されますか。 

◇議長（柳沢浩一君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 訓君発言〕 

◇健康福祉課長（小林 訓君） トレーニング室の場合ですと、今まで年間券という定期券で２５年

度対応していた方が約３０件近くおりました。その後、値上げになったということで若干減りまして、

２５件ぐらいはあったと思います。そのほか、通常トレーニングルームを利用されている方、特に

６５歳以上の方とか障害者と限って統計をとっておらないのですが、全体として料金値上げにかかり

まして１割近くのちょっと減があったのですが、徐々にそれも回復しつつあって、最近ではかなり利

用されてきておる方がおります。今回こういった値上げというか、体育館の料金を統一させていただ

くわけなのですが、今後においてはそういった方で６５からまだまだ元気な方を、筋トレよりもこち

らのトレーニングルームを使える方をどんどんふやして、先ほどの介護保険の値上げではないのです

が、元気な高齢者をどんどんできるような形になっていくものと思っております。よろしくお願いし

ます。 

◇議長（柳沢浩一君） １３番石川眞男議員。 

              〔１３番 石川眞男君発言〕 

◇１３番（石川眞男君） 去年たしか値上げ、倍にしてしまったということで、いろいろ波紋もちょ

っと私聞いているのですけれども、やはり健康のまちづくりという観点から、多くの特に高齢者の方

が利用しやすいということは非常に重要だと思うのです。そういう意味において、この適用範囲、半
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額にする適用範囲をこれだけ広げることによって利用しやすくなり、かつ無料でないから、失礼な言

い方だけれども、入り浸って器械を占拠するとか、器械というか器具を。そういった弊害もなくなる

のではないかと思うのですけれども、そういう意味においても貫井町長の言う健康のまちづくり、ひ

とり１スポーツというものに貢献できるかと思うのですけれども、その辺の考え方をちょっと町長に

お尋ねしたいのですが。 

◇議長（柳沢浩一君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） これからの高齢化社会の中で、先ほど介護保険料が天井知らずに上がってい

く可能性もあります。そういうものをどういうところで食いとめるかというのも一つの大きな行政の

仕事でございます。私は、その中でこのスポーツを通じて健康を維持する、健康寿命を延ばすという

ことを、町とすれば一番力を入れていきたいなと考えております。そういう意味でも、今町田議員さ

ん、そして石川議員さんの言われたような意見を今後尊重しつつ、この施設についての検討をしてい

きたいと思っております。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２４ 議案第１７号 玉村町保育所設置条例の一部改正について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第２４、議案第１７号 玉村町保育所設置条例の一部改正につい

て議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 
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 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第１７号 玉村町保育所設置条例の一部改正についてご説明申し上げま

す。 

 本案につきましては、町立第４保育所の建てかえに伴い、施設の住所を飯倉４８番地３から飯倉

７０番地に変更するものでございます。 

 ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２５ 議案第１８号 玉村町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正に 

              ついて 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第２５、議案第１８号 玉村町廃棄物の処理及び清掃に関する条

例の一部改正について議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第１８号 玉村町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する
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条例についてご説明申し上げます。 

 一般廃棄物処理計画は、廃棄物処理法第６条第１項で、市町村は一般廃棄物処理計画を定めなけれ

ばならないとされているもので、この法律に基づき玉村町廃棄物の処理及び清掃に関する条例第４条

第１項において、一般廃棄物の処理に関する基本的事項を定める処理基本計画と毎年度の事業実施に

かかわる実施計画を定めることとしております。 

 本条例の第２項では、定めた計画について、毎年度の初めに告示するものとするとしておりますが、

処理基本計画は１０カ年から１５年間の長期的なごみ処理の基本的な事項を定めるものであり、おお

むね５年ごとに改定するものであることから、基本計画については定めたときに改めることとします。 

 また、当該年度の途中でごみ処理について変更等があった場合には、処理実施計画を変更し、その

内容について広く住民に周知を図る必要があることから、第３項として「計画に著しい変更が生じた

場合には、その都度告示するものとする」を追加するものでございます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２６ 議案第１９号 玉村町小口資金融資促進条例の一部改正について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第２６、議案第１９号 玉村町小口資金融資促進条例の一部改正

について議題とします。 
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 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第１９号 玉村町小口資金融資促進条例の一部改正についてご説明申し

上げます。 

 条例の一部改正の概要を申し上げますと、小口資金融資促進条例では群馬県小口資金促進制度の要

綱に基づき、融資期間を運転資金につきましては６年以内、設備資金については８年以内と定めてお

ります。国内の景気も回復傾向にあるものの、中小企業にとってはいまだ厳しい状況が続いているの

が現状でございます。さらに、消費税の増税などが中小企業への負担を増大させるものとなります。 

 そのような状況の中、県内の企業の借入金の返済負担を軽減させることを目的に、融資期間の延長

ができる特例措置が来年度もさらに１年間延長されることとなりました。群馬県小口資金促進制度要

綱の改正にあわせ、玉村町小口資金融資促進条例の一部を改正するものでございます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２７ 議案第２０号 平成２６年度玉村町一般会計補正予算（第９号） 

〇日程第２８ 議案第２１号 平成２６年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第 
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              ３号） 

〇日程第２９ 議案第２２号 平成２６年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

〇日程第３０ 議案第２３号 平成２６年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正 

予算（第２号） 

〇日程第３１ 議案第２４号 平成２６年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第３ 

              号） 

〇日程第３２ 議案第２５号 平成２６年度玉村町宅地造成事業特別会計補正予算（第 

１号） 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第２７、議案第２０号 平成２６年度玉村町一般会計補正予算（第

９号）から日程第３２、議案第２５号 平成２６年度玉村町宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）

の６議案を一括議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第２７、議案第２０号から日程第３２、議案第２５号までの６議案を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第２０号 平成２６年度玉村町一般会計補正予算（第９号）について、

ご説明申し上げます。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額から４億１，７１１万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を１２２億５，４７４万８，０００円とさせていただくとともに、繰越明許費、債務負担行為及

び地方債の追加等をさせていただくものでございます。 

 まず、歳入歳出予算の補正内容については、年度末ということで全体的には事業費の確定、入札差

金及び各種経費の節約等による減額でございますが、一般の寄附金については福祉のために１１９万

１，０００円、ふるさと寄附については教育のために２４万円をいただきましたので、それぞれの使

途に充当させていただく予定でおります。また、住宅リフォーム支援事業につきましては、その補助

金が不足することが見込まれるため、１，５７０万円を追加するものでございます。 

 以上により、財政調整基金からの繰入金は２億円が減額となり、今年度は約１２億円を取り崩すこ

ととなる予定でございます。これにより、平成２６年度末の財政調整基金残高は約２０億円になる見

込みでございます。 

 なお、繰越明許費の追加については、社会保障・税番号制度システム導入に伴うシステム改修費や

被災農業者向けの経営体支援事業、道の駅玉村宿建設事業、斉田上之手線や町道２２０号線の道路改
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良事業、橋梁長寿命化修繕事業など、それぞれ今年度中に予定していた事業が完了しないことが見込

まれることから、翌年度に繰り越すものでございます。 

 また、債務負担行為の追加につきましては、花火大会の打ち上げ予定地の変更に伴う電柱移転補償

や東部スポーツ広場公園内の遊具の老朽化に伴う入れかえ工事、文化センター周辺土地区画整理事業

に伴う遺跡発掘調査業務委託でございます。 

 地方債の変更につきましては、それぞれの事業費が確定したことに伴う減額でございます。 

 以上が一般会計補正予算の主な内容でございます。 

 議案第２１号 平成２６年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）についてご説明申し

上げます。本案につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，６１４万３，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億９，９８８万１，０００円とさせていただ

くものでございます。 

 補正の内容といたしましては、歳入の主なものとして、繰入金を１，５４５万７，０００円、繰越

金を３，３８０万円、諸収入を２，３５７万１，０００円増額し、国庫支出金を４５２万１，０００円、

県支出金を２１６万４，０００円減額するものでございます。 

 歳出の主なものとしては、一般被保険者療養給付費、療養費、高額療養費が不足により、保険給付

費を３，９５４万７，０００円、諸支出金の国返還金を４，９７６万４，０００円増額し、共同事業

拠出金を２，３１６万８，０００円減額するものでございます。 

 議案第２２号 平成２６年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第３号）について提案理由の説明

を申し上げます。本案につきましては、介護保険特別会計の予算の総額から歳入歳出それぞれ４５０万

円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２０億６，４１７万１，０００円と定めるものでござい

ます。 

 まず、歳入につきましては、介護保険料、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入金等を給

付実績等の見込みからそれぞれ増、減額いたします。また、地方債、財政安定化基金貸付金を

１，３４２万１，０００円増額いたします。 

 歳出につきましては、介護サービス等諸費のうち介護サービス給付費３６５万円を減額、その他諸

費、審査支払手数料ですね、これを１５万円増額、高額サービス費等を１００万円減額するものでご

ざいます。 

 議案第２３号 平成２６年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第２号）について提

案理由の説明を申し上げます。本案につきましては、介護予防サービス事業特別会計の予算を歳入歳

出それぞれ６０万円増額し、歳入歳出それぞれ１，１７８万４，０００円と定めるものでございます。 

 まず、歳入につきましては、介護予防サービス計画費収入を増額するものでございます。 

 また、歳出につきましては、介護予防サービス事業費を執行状況の見込みにより増額するものでご

ざいます。 
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 議案第２４号 平成２６年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第３号）についてご説明申し上

げます。本案については、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３，８２４万６，０００円を減

額し、総額を１４億４，２１７万７，０００円とさせていただくものでございます。 

 主な補正理由ですが、国の補正予算の成立を受け、新年度で予定していた事業の一部を今年度の事

業として計上する必要が生じたこと、事業費の確定等による減額及びこれに伴う起債予定額の変更な

どでございます。 

 国の補正予算は、昨年同様経済対策として行われるものですが、今年度は対象事業が防災・安全交

付金の雨水対策事業のみとなっています。町の対応としては、新年度に実施予定であった事業の一部

を前倒しし、補正予算として計上させていただくものでございます。具体的な事業は、斎田地区、こ

れは滝川３号線でございます、の雨水対策事業で、予算額は２，９００万円でございます。 

 なお、当該事業は年度内の完成が見込めないことから、全額を翌年度に繰り越す予定でございます。 

 次に、予算科目ごとの増減額についてご説明申し上げます。歳入については、国庫補助金を

１，４８６万円、繰越金を１９９万４，０００円、県補助金を１００万円それぞれ増額するとともに、

一般会計繰入金を１，７００万円、下水道事業債を３，９１０万円それぞれ減額するものでございま

す。 

 一方、歳出については、公共下水道維持管理費を５３８万６，０００円、特定環境保全公共下水道

維持管理費を７８０万９，０００円、公共下水道建設費を１，６１６万２，０００円、特定環境保全

公共下水道建設費を５２３万１，０００円、利子償還金を３６５万８，０００円それぞれ減額するも

のでございます。 

 最後に、繰越明許費ですが、特定環境保全公共下水道建設費について、角渕地区幹線整備事業ほか

２事業の総額１億２，０９３万１，０００円を翌年度に繰り越すものでございます。 

 議案第２５号 平成２６年度玉村町宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し

上げます。本案については、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，２０１万１，０００円を

減額し、その総額を１０億１４２万４，０００円とさせていただくものでございます。 

 補正の内容といたしましては、平成２６年度の事業の文化センター周辺地区の用地買収が完了した

ことに伴い、事業費確定により減額及び起債の借入額の変更をさせていただくものでございます。 

 まず、歳入ですが、一般会計からの繰入金を５，１０１万１，０００円の減額とし、町債を１００万

円減額するものでございます。 

 歳出の主なものは、土地購入費を４，３８７万６，０００円、移転補償費８０９万８，０００円を

減額するものでございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で６議案に係る提案説明を終了いたします。 
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 次に、日程第２７、議案第２０号 平成２６年度玉村町一般会計補正予算（第９号）について、こ

れより本案に対する質疑を求めます。 

 １０番三友美惠子議員。 

              〔１０番 三友美惠子君発言〕 

◇１０番（三友美惠子君） ９４ページの大規模改修工事中央小学校と、あと９６ページの尾瀬学校

推進事業について説明願います。 

◇議長（柳沢浩一君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 小板橋 保君発言〕 

◇学校教育課長（小板橋 保君） それでは、三友議員のご質問にお答えいたします。 

 ９４ページの大規模改造事業、この減額なのですけれども、設計委託料の入札差金によります減額

でございます。 

 それから、尾瀬学校についてなのですけれども、こちらの金額も尾瀬学校の実施が終わりましたの

で、確定した金額の残りを減額したという形でございます。よろしくお願いいたします。 

◇議長（柳沢浩一君） １０番三友美惠子議員。 

              〔１０番 三友美惠子君発言〕 

◇１０番（三友美惠子君） 大規模改造工事のほうなのですが、２６年度予算ですか、そこにはエア

コンとバリアフリーとかありましたが、エアコンについては設計はしてあるわけですか。 

◇議長（柳沢浩一君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 小板橋 保君発言〕 

◇学校教育課長（小板橋 保君） 中央小のエアコンについては、この大規模改造工事の中に入って

おりました。設計はしてございます。 

◇議長（柳沢浩一君） １０番三友美惠子議員。 

              〔１０番 三友美惠子君発言〕 

◇１０番（三友美惠子君） また来年度予算にあると思うのですが、またそれはそれで聞きます。 

 尾瀬学校についてなのですが、この９９万８，０００円というのは、借上料がどういうふうになっ

たということなのですか。新年度によると、新年度予算の自動車の借上料はまたかなり多い金額、前

年度よりも多い金額になっていて、ここに９９万８，０００円の減があるのが、ちょっとよく理由が

わからないのですが。 

◇議長（柳沢浩一君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 小板橋 保君発言〕 

◇学校教育課長（小板橋 保君） 減額になっておりますのは、先ほどご説明したとおり、確定いた

しましたので、減額したということでございます。 

 それから、２７年度の関係でふえているということなのですけれども、これについてはバス事故等
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の関係がありまして、規制が厳しくなって、運転の数とか距離の関係、それで単価が上がっていると

いうことでございますので、２７年度は上がっているという形でございます。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

 １３番石川眞男議員。 

              〔１３番 石川眞男君発言〕 

◇１３番（石川眞男君） これの別表３の債務負担行為のまちなか交流館放課後児童クラブ業務委託

料、このところなのですけれども、この前ちょっと聞いたら、あそこの児童クラブを、何かまちなか

交流館を急いで有効に使おうという感じがするのですが、ここに業務委託するのに２つの団体が説明

会に来たと。それで、１つの団体が説明会に来たけれども、参加しなかったと。だから、残された１つ

の団体がおのずと委託業者になったという話をちょっと受けたのですけれども、それが事実ですか。

事実だろうけれども、何か安直な業務委託のような気がするのですよ。それをもう一度ちょっとお尋

ねしたいのです。 

◇議長（柳沢浩一君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 齋藤修一君発言〕 

◇子ども育成課長（齋藤修一君） まちなか交流館の放課後児童クラブの業務委託につきましては、

プロポーザル方式によります選考ということで、ことしの１月８日に説明会を行いました。その際に

は、事業者が説明に来られまして、その後実際申し込みのほうが１月１６日までに必要書類を添えて

申し込みをするという中で、１社のみの申し込みとなっておりました。その後、２月の１２日にその

１社からプレゼンテーションを行っていただきまして、その後に選定委員会を開催いたしまして、そ

の中でこの１社について規定の評点を上回ったということで、ＮＰＯ法人のおたがいさまのほうに委

託をするというような決定をさせていただきました。 

◇議長（柳沢浩一君） １３番石川眞男議員。 

              〔１３番 石川眞男君発言〕 

◇１３番（石川眞男君） プロポーザルとかいろいろ言葉は出るのですけれども、プレゼンテーショ

ンしたと言うけれども、やはりこれを取り巻く環境がどうもまだ競争的な、競合的な業者といいます

か、そういうのができていないのがこの町の実態かなとどうもしてしまうのです。これは公契約だか

ら、その公契約にきちんと対応できる実態があるか否かと、そういう状況をまずつくり出すというこ

とが、２社しか来なくて、２社が説明会に来て、１社が辞退して、その中で決まってしまうというの

は、客観的に見てちょっと納得しがたい、安直だなという感じがするのですけれども、その辺はどん

な感じで。要するに公契約を担う業者が、これから２９年まで契約するわけですけれども、そこに公

契約だから、中の人事とか雇用、労働とか、そういったものをちゃんと町が点検できるような状況を

やっぱりつくっていく必要が、この問題だけではなくて、常に公契約というのはあると思うのですけ

れども、特に今回のは、何回も言うけれども、２つしか来なくて、１つが辞退して、残るものがおの
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ずと基準を上回ったから再契約したというのは、ちょいと何か説得力がないのですけれども、その辺

はどう考えていますか。 

◇議長（柳沢浩一君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 齋藤修一君発言〕 

◇子ども育成課長（齋藤修一君） 今回の応募につきましては、公募による応募ということで県内の

社会福祉法人やＮＰＯ法人で子育て事業を行っている事業者ということで応募をした中で、２社の説

明会に参加と１社のみの申し込みという形になったというふうに考えております。 

◇議長（柳沢浩一君） １３番石川眞男議員。 

              〔１３番 石川眞男君発言〕 

◇１３番（石川眞男君） 県内のと言いました。県内に広く求めてこれしか来ないのでは、ちょっと

お寒い状況だよね。県内でこれしか応募がないというのは、これはまた考え直すべきだったのではな

いかなという気がするのだけれども、どんなものですか、その辺は。これはなってしまったことなの

だけれども。今後県内で、要するに玉村町の放課後児童クラブがそれほど魅力がなかったと、逆にと

られてしまうかもしれないので、その辺ちょっといろいろ今後考えたほうがいいのではないかと思う

のですけれども、その辺どうですか。 

◇議長（柳沢浩一君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 齋藤修一君発言〕 

◇子ども育成課長（齋藤修一君） 募集につきましては、ホームページ等に掲載して募集したという

ことで、もう少し広く募集ができればというふうに考えておりますので、今後は周知の方法も考えて

いきたいというふうには思っております。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第２８、議案第２１号 平成２６年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                         

◇議長（柳沢浩一君） 休憩します。 

   午後２時２４分休憩 

                                         

   午後２時２４分再開 

◇議長（柳沢浩一君） 再開します。 

                                         

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第２９、議案第２２号 平成２６年度玉村町介護保険特別会計補

正予算（第３号）について、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 
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◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第３０、議案第２３号 平成２６年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第２号）

について、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３１、議案第２４号 平成２６年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第３２、議案第２５号 平成２６年度玉村町宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）につい

て、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

◇議長（柳沢浩一君） 休憩いたします。４０分に再開をいたします。 

   午後２時２７分休憩 

                                         

   午後２時４０分再開 

◇議長（柳沢浩一君） 再開いたします。 

                      ◇                   

〇日程第３３ 議案第２６号 平成２７年度玉村町一般会計予算 

〇日程第３４ 議案第２７号 平成２７年度玉村町国民健康保険特別会計予算 

〇日程第３５ 議案第２８号 平成２７年度玉村町後期高齢者医療特別会計予算 
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〇日程第３６ 議案第２９号 平成２７年度玉村町介護保険特別会計予算 

〇日程第３７ 議案第３０号 平成２７年度玉村町介護予防サービス事業特別会計予算 

〇日程第３８ 議案第３１号 平成２７年度玉村町下水道事業特別会計予算 

〇日程第３９ 議案第３２号 平成２７年度玉村町宅地造成事業特別会計予算 

〇日程第４０ 議案第３３号 平成２７年度玉村町水道事業会計予算 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第３３、議案第２６号 平成２７年度玉村町一般会計予算から日

程第４０、議案第３３号 平成２７年度玉村町水道事業会計予算までの８議案を一括議題としたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第３３、議案第２６号から日程第４０、議案第３３号までの８議案を一括議題といた

します。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第２６号 平成２７年度玉村町一般会計予算についてご説明申し上げま

す。 

 平成２７年度一般会計予算につきましては、先ほどの施政方針の中で述べさせていただきました。

また、参考資料の中でも詳しく説明してありますので、ごらんいただきたいと思います。 

 それでは、予算の概要についてご説明申し上げます。平成２７年度の一般会計予算の総額は、２年

連続して過去最大規模を更新し、対前年度比５．２％増の１１７億２，０００万円となりました。 

 歳出の主な事業としては、まず人口減少に歯どめをかけるための定住促進対策として、文化センタ

ー周辺地区の土地区画整理事業を本格的に開始いたします。調査設計業務や造成工事等の経費として

４億３，５１７万７，０００円を計上いたしました。 

 次に、平成２７年度オープンに向けて準備を進めている道の駅玉村宿ですが、農産物加工所や直売

所のほか、公衆トイレや広い駐車場を有しており、定期的なイベントを開催することにより、県内外

から積極的に誘客を図り、町の観光資源等の情報発信とともに、農業を初めとする地域産業の活性化

を図ります。管理運営経費として１億１，０８６万５，０００円を計上いたしました。 

 道路網整備では、東毛広域幹線道路のアクセス道整備として町道２２０号線や２０７７号線、斉田

上之手線の整備費のほか、橋梁長寿命化も含めた道路整備費として総額６億６，２３１万１，０００円

を計上しました。 

 次に、学習環境を改善するための中央小学校大規模改造事業です。この小学校は、建設から既に

３０年以上が経過し、老朽化が著しい状況です。そのため、校舎及び体育館の全面的な改修を行うと
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ともに、空調設備工事をあわせて行い、学習環境の質的向上も図ります。事業費として７億４，９２７万

７，０００円を計上しました。 

 安心安全まちづくりの推進では、これまで区が設置、管理していた防犯灯を全てＬＥＤ化し、町で

一括管理していきます。そのための調査費及びリース料、電気料で合わせて２，０８１万７，０００円

を計上しました。さらに、防犯カメラを新たに４基設置するための経費２３３万３，０００円を計上

しました。 

 最後に、全国的にも有名になりつつある、これはもう既になっていると思います。たまむら花火大

会です。東毛広域幹線道路の開通により、これまでの場所では実施できなくなったため、平成２７年

度から打ち上げ地点を変更して実施をします。そのための経費として２，０５０万円を計上いたしま

した。 

 歳出の目的別内訳については、民生費、農林水産業費、商工費、公債費が減少しましたが、議会費、

総務費、土木費、消防費、教育費はそれぞれ増加し、中でも土木費、教育費については大幅に増加い

たしました。また、性質別内訳については、扶助費、公債費が減少しましたが、物件費、補助費等、

繰出金、普通建設事業費が増加し、中でも普通建設事業費が大幅に増加したことにより、投資的経費

の予算総額に対する構成比は対前年度比１．５ポイント上昇し、１７．９％となりました。一方、義

務的経費の構成比は対前年度比５．３ポイント下降し、３９％となりました。 

 次に、歳入です。軽自動車税については、課税台数がふえたことにより４％増加する見込みです。

しかし、法人町民税や固定資産税については減少する見込みであるため、町税全体では２．５％減の

４３億６，３８８万８，０００円を見込みました。 

 地方消費税交付金については、税率８％への引き上げに伴う地方消費税の市町村への交付が平年化

されることから、３３．３％増の５億円を見込みました。 

 また、地方交付税については、推計の結果、３．３％減の１１億９，０００万円を見込みました。 

 使用料及び手数料については、道の駅玉村宿出店利用料の増加により、５６．２％増の２億５５９万

円を見込みました。 

 また、国庫支出金については、中央小学校大規模改造事業に伴う学校施設環境改善交付金などによ

り１２．６％増の１３億４，６０６万７，０００円を見込みました。 

 基金繰入金では、財政調整基金から１１億３，０００万円、都市計画事業基金から１億４，５００万

円、協働によるまちづくり基金から１５０万円、ふるさとまつりや花火大会等に充当するためふるさ

と創生基金から３，１７０万円を取り崩して財源確保を図りました。これにより、平成２７年度末の

基金残高は約２４億円程度になる見込みでございます。なお、実質的には貸付金である宅地造成事業

特別会計への繰出金約５億３，０００万円を加えますと、基金残高は約２９億３，０００万円となる

見込みでございます。 

 町債については、交付税の一部振りかえによる臨時財政対策債を５億６００万円、中央小学校大規
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模改造事業に３億５，４３０万円、文化センター周辺の区画整理事業に２億２３０万円、道路橋梁に

１億８，０６０万円を予定し、町債全体では対前年度比５．５％減の１２億４，６３０万円を見込み

ました。その結果、一般会計における平成２７年度末地方債残高は１０４億７，８５０万９，０００円

となり、平成２６年度末に比べ４億６，３６２万６，０００円増加する見込みとなっております。 

 歳入の性質別内訳については、地方交付税や町債が減少したことにより、依存財源比率は対前年度

比１ポイント下降し、４４．７％となりました。反対に基金繰入金が増加したことにより自主財源比

率は対前年度比１ポイント上昇し、５５．３％となりました。 

 以上が平成２７年度一般会計予算の概要でございますが、未来への積極的な投資を行いつつ、引き

続き効率的な行財政運営に努めていく所存でおりますので、よろしくご審議くださいますようお願い

申し上げます。 

 議案第２７号 平成２７年度玉村町国民健康保険特別会計予算についてご説明申し上げます。本案

については、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４２億１，７４７万６，０００円とさせていた

だくものでございます。前年度当初予算に対し１７．７％増の予算となっております。 

 増額になる主な要因といたしましては、県内の市町村国民健康保険間で財政安定化を図るための保

険財政共同安定化事業の交付金及び拠出金が、歳入歳出とも４億７，１１５万１，０００円の増額と

なります。 

 また、歳入においては、保険税が１億３，９０６万９，０００円、保険基盤安定繰入金が４，１６５万

７，０００円の増加となっております。 

 歳出については、保険給付費を１億１，６１２万２，０００円、予備費を４，０００万円の増額と

しております。 

 歳入の主なものとしては、国民健康保険税が１０億３６８万５，０００円、国庫支出金が８億

９，３６１万８，０００円、療養給付費等交付金が１億７，３８６万９，０００円、前期高齢者交付

金が８億４，６９２万１，０００円、県支出金が２億１，９７９万２，０００円、共同事業交付金が

８億７，８８５万円、一般会計繰入金が１億９，８９２万６，０００円であります。 

 歳出の主なものとして、保険給付費が２４億６，５５９万５，０００円、後期高齢者支援金等が５億

３，２４７万９，０００円、介護納付金が２億２，３６１万４，０００円、共同事業拠出金が８億

７，８８５万４，０００円、保健事業費が４，３５４万７，０００円であります。 

 １人当たり医療費については増加傾向にありますので、さらなる保険税の値上げを行わないために

も、医療費抑制の取り組みは必要不可欠なものと考えております。主な取り組みの一つとして、特定

健康診査・特定保健指導を実施しています。生活習慣病を予防し、その他の疾病への進展や重症化を

防ぎ、生活習慣を改善することで、先々の医療費の抑制につながるものと考えております。受診者は

少しずつ増加してきておりますが、実施計画の目標値を達成することはできていません。今後も医療

費の抑制を図り、収納対策に力を入れ、収納率を向上させることにより、健全運営に努めてまいりま
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す。 

 議案第２８号 平成２７年度玉村町後期高齢者医療特別会計予算についてご説明申し上げます。本

案については、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億４，８２６万３，０００円とさせてい

ただくものでございます。 

 予算の内容については、前年度当初予算に対し２．４％の増であります。これは、制度加入者の増

加により、後期高齢者医療保険料と基盤安定繰入金の歳入が増加したためであります。 

 歳入の主なものとしては、後期高齢者医療保険料で１億８，０４５万６，０００円、保険料軽減分

の保険基盤安定繰入金４，９４４万７，０００円、受託事業収入１，２２１万８，０００円でありま

す。 

 歳出の主なものとしては、広域連合納付金２億２，９９０万５，０００円、健康診査等事業費

１，２９５万９，０００円であります。保険料と基盤安定繰入金は、そのまま群馬県後期高齢者医療

広域連合へ納付をいたします。群馬県後期高齢者医療広域連合が保険者でありますが、市町村におい

ても保険料の徴収や窓口業務の事務がありますので、広域連合と連携をとりながら円滑な運営を図る

ための努力をしてまいりたいと思っております。 

 議案第２９号 平成２７年度玉村町介護保険特別会計予算について提案理由の説明を申し上げます。

本案につきましては、介護保険特別会計の予算を歳入歳出それぞれ２２億６１５万円と定めるもので

ございます。 

 高齢者人口の増加、家族形態の変化等により、要介護、要支援認定者もふえ、サービスを必要とす

る人、またサービスを提供する事業所もふえております。制度開始以来、介護サービスの給付額が年々

ふえ続け、介護保険料も高騰を続けております。全体としては、前年度対比８．８％の増となってお

ります。 

 まず、歳入につきまして主なものを申し上げます。第１号被保険者保険料５億６，３８０万円、こ

れは６５歳以上で約７，５００人ございます。国庫支出金４億３，８７２万４，０００円、支払基金

交付金５億９，８２６万２，０００円、県支出金３億４３２万８，０００円、繰入金３億１０１万

７，０００円でございます。 

 続きまして、歳出です。総務費が２，７５０万円、介護サービス等諸費２１億３，０５５万９，０００円、

前年度対比７．５％の増加でございます。 

 地域支援事業費が１，７２８万２，０００円、これは前年度対比２０．６％の増加です。 

 介護サービス給付費の要介護者への介護サービス給付費分では１９億１，２１０万４，０００円、

これは前年度対比６．９％の増です。この現在の受給者数は約８５０人でございます。 

 要支援者の介護予防サービス等諸費は１億７７０万３，０００円、対前年度比２５．２％の増加で

す。受給者数は約２２０人でございます。 

 特定入所者介護サービス等費は７，１３０万２，０００円、前年対比３．６％の増加です。この受
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給者は約２００人でございます。 

 その他諸費、審査支払手数料分として１８０万円、高額サービス費等は３，７６５万円、これは１カ

月約３００人でございます。介護サービス等諸費の内訳として、主なものは居宅介護サービス給付費、

これは訪問介護と通所介護等でございます。約６００人で９億９，０００万円、対前年比１４．２％

の増加でございます。 

 次に、施設介護サービス給付費、これは特別養護老人ホーム、老人保健施設等でございます。約

２００人でございます。６億３，０００万円。 

 平成２７年度から第６期事業計画が始まります。医療技術や介護の進歩、発展等もあり、長寿社会

が実現をしています。高齢者の増加または要介護者の増加、重度、長期化、家庭環境等にもより、給

付費がふえ続けることが予想されております。サービスを使えば保険料も必要となり、介護サービス

給付を維持するため、増額の改定となっております。今後も高齢者の増加に伴う増加が見込まれてお

ります。一人一人の健康維持と適正、効率的な給付により、高齢者の負担が過度とならないような抑

制の工夫、施策が求められております。健康づくり、居場所づくり事業等を通じ、介護予防の重要性

を再認識し、介護給付費の増加をできる限り抑え、信頼と安心のおける持続可能な皆で支え合える制

度となるよう、地域包括ケアの構築とともに、介護給付費の適正化等に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 議案第３０号 平成２７年度玉村町介護予防サービス事業特別会計予算について提案理由の説明を

申し上げます。本案につきましては、介護予防サービス事業特別会計の予算を歳入歳出それぞれ

１，３３９万５，０００円と定めるものでございます。 

 まず、歳入につきまして主なものを申し上げますと、要支援１、２と認定された方に対してケアプ

ランを作成する介護予防サービス計画費収入１，０７４万６，０００円、一般会計繰入金２６４万

７，０００円でございます。 

 続きまして、歳出についてでございますが、主なものといたしましては、介護支援専門員等の雇い

上げ費用、システム機器使用料など総務管理費として７１１万４，０００円、予防給付プラン作成委

託料であります介護予防サービス事業費が６１８万円でございます。 

 議案第３１号 平成２７年度玉村町下水道事業特別会計予算についてご説明申し上げます。本案に

つきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億７，２００万円とさせていただくもの

でございます。 

 予算の総額は、前年度当初予算に対し９．５％増となっております。これは、過去２年が国の大型

補正の影響で当初予算額が大幅に減少していたためで、大型補正の影響を受けなかった平成２４年度

と比較すると若干の増額にとどまっております。 

 当町の下水道事業は、群馬県利根川上流流域下水道、これは県央処理区でございます。の流総計画

に基づき実施しているところでございますが、今年度は平成２３年度からの５カ年計画の最終年度と
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なります。既に認可を受けている区域の整備を進めるとともに、約１１０ヘクタールの未認可区域の

ほか、文化センター周辺及び道の駅を下水道区域に編入するため、変更認可設計を行います。 

 主な建設事業としては、汚水事業では下新田地区、福島地区、斎田地区、板井地区、川井地区、下

之宮地区、箱石地区、南玉地区及び飯倉地区の管渠築造工事を実施するとともに、五料地区の実施設

計を行います。また、雨水対策事業では、国道３５４号未利用地の管渠新設工事を実施いたします。

公共下水道の整備は、町民生活の環境改善と河川の水質保全のための重要施策であります。当町は、

町全域が下水道整備の計画区域でありますので、積極的に整備を進め、普及率の向上を目指すととも

に、下水道使用料金の適正化や徹底した経費節減など、引き続き経営の健全化に努めまいります。 

 議案第３２号 平成２７年度玉村町宅地造成事業特別会計予算についてご説明申し上げます。本案

につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７０５万円とさせていただくものでありま

す。 

 予算の内容としては、平成２６年度に借り入れを行った起債の利子を支払うための予算となります。 

 歳入としては、一般会計の繰入金となり、歳出では用地買収のために借り入れた起債の利子償還金

であります。 

 現在文化センター周辺地区につきましては、平成２６年度に用地取得が完了し、その後土地区画整

理事業計画の認可を受け、平成２７年度は土地区画整理事業を施行し、早期完了を目指します。 

 なお、平成２８年、２９年度には、土地の速やかな売却ができるよう進めてまいります。 

 議案第３３号 平成２７年度玉村町水道事業会計予算についてご説明申し上げます。まず、平成

２７年度水道業務の予定量でございますが、給水件数を１万６，６００件、年間総配水量を４８９万

８，０００立方メートルとし、当初予算を作成いたしました。 

 初めに、第３条の収益的収入及び支出の予定額でありますが、水道事業収益で５億８，０４７万

５，０００円を計上いたします。その主なものは、給水収益等の営業収益が５億４，９６５万

１，０００円、営業外収益が３，０８２万３，０００円でございます。 

 続いて、水道事業費用ですが、５億５，５４１万５，０００円と予定いたしました。その主なもの

は、営業費用の５億８６万４，０００円、借入金利子等の営業外費用が４，８９５万１，０００円で

ございます。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出の予定額でありますが、収入につきましては１億９，０００万

１，０００円を計上いたしました。その主なものは、企業債が１億９，０００万円でございます。 

 続いて、支出は３億２，４６５万４，０００円と予定いたしました。その主なものは、建設改良費

の２億１，１８８万円と企業債償還金の１億１，０７３万９，０００円でございます。建設改良費の

内訳は、管網整備工事費の２億円と設計委託料の１，１８８万円でございます。なお、資本的収支に

おいて不足する１億３，２４１万７，０００円は、損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額、建

設改良積立金及び減債積立金で補填する予定であります。 
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 第５条で、配水施設等更新調査業務委託の債務負担行為限度額を１，９６７万３，０００円と定め、

第６条では企業債の限度額を１億９，０００万円と定め、第７条では一時借入金の限度額を

５，０００万円と定め、第８条では議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、職

員給与費を３，５７４万２，０００円、交際費を１万円と定め、第９条ではたな卸資産購入限度額を

２１９万８，０００円と定めるものでございます。 

 引き続き経費の節減と効率的な業務による健全な経営を図るとともに、安全で安定した水の供給が

将来に向けて持続できるよう努めてまいります。 

 以上です。よろしくご審議の上、お願い申し上げます。 

◇議長（柳沢浩一君） 提案説明を終了いたします。 

 これより総括質疑を行います。 

 各予算に対する総括質疑は、款項の範囲で行うようお願いします。 

 最初に、日程第３３、議案第２６号 平成２７年度玉村町一般会計予算に対する総括質疑を求めま

す。 

 ３番石内國雄議員。 

              〔３番 石内國雄君発言〕 

◇３番（石内國雄君） 今年度の予算の中でちょっと気になるところといいますと、基金の現在残高

の推移をちょっと見ますと、今まで大体４０億円を超える基金がずっと１０年間、努力があってやっ

ていったところ、大型予算ということで昨年とことししたことで、この基金のほうが２４億円という

形で、ほとんど３分の１減って、また３分の１減ってということで、一時期の半分ぐらいになるとい

う形になっています。いろんな形で財政の硬直化等も進んでいるという状況の中で、基金の今のこの

残高、ことしの予算での残高のそれに対する評価と、今後の行政をしていく上での方向性を、それを

ちょっとお尋ねしたいと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） 総務課長。 

              〔総務課長 高井弘仁君発言〕 

◇総務課長（高井弘仁君） まず、基金の残高の状況でありますが、まず平成２６年度の末で、先ほ

どご議決いただきました補正予算２億円を基金に戻すという形があります。そうしますと、財調の積

立金が平成２６年度末で約１９億６，０００万円ほどになります。２５年度末が３１億円あったもの

が、約１２億円、２６年度で取り崩したということになります。 

 これから決算を、平成２６年度の決算が５月で出納整理期間が終わりになるわけなのですが、その

中の繰越金が当然一般会計のほうも出ます。その一般会計の２分の１以上を財政調整基金のほうに積

むという、地方財政法のほうで決まりがありますので、その額次第にはなるのですが、約４億円の繰

越金があると見て、約２億円程度はまた積めるのではないかなというふうな考えを持っておりますの

で、大体２０億円に２億円で２２億円になるわけなのですが、当初予算のほうで先ほど説明しました
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とおり、１１億３，０００万円取り崩すということになっておりますので、それを引き算してみます

と、残りは約１０億円程度というふうになっていきます。 

 財調のほうが極端にこれから崩していってしまうと、非常に財政が硬直化といいますか、突発的な

事業に対しての手だてという部分がなかなかないものですから、その辺は非常に心配されるところで

あります。ただ、財調は積んでおくことだけが美徳でも何でもありませんので、これからのぜひ玉村

町の飛躍する予算としまして積極的にこれを活用して、締められるところは締めていって、こういう

必要な時期につきましては投資していくということが必要ではないかというふうに思っております。

これがいつまでも続くとは思っておりませんので、財政としましてはこれから各課といろいろ協議し

ながら、切り詰めていくものについては切り詰めていくというスタンスをしっかり持って、財政運営

のほうを行っていきたいというふうに思っています。 

◇議長（柳沢浩一君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） ２６年度、２７年度と基金を使いました。この理由は、今一番の問題となっ

ております地方創生の中の人口減少をどう食いとめるかということで、まず玉村町として定住促進を

しよう、定住促進を図るということで大きな事業を始めたわけでございます。そのために今回基金を

使って、その対応をしてきたということが、この基金が大幅に減った原因でございますので、こうい

うものが一段落すれば、また反転攻勢ということで基金を増加させていく。例えば文化センターの前

の造成でございますけれども、これから売り始めれば戻ってくるということでございますし、道の駅

等もたくさんの基金を使い、資金を使ってスタートするわけでございますけれども、これによって玉

村町のいろんな面のプラス要因をこの中から取り出していくと。そして、今までの玉村町ではない、

新しい玉村町をつくり出していくということで大きな目的がありますので、その辺でこの基金を今回

は大幅に使ったということで理解をしていただきたいなと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） ３番石内國雄議員。 

              〔３番 石内國雄君発言〕 

◇３番（石内國雄君） 当然積極的に財政を組むというのは非常にいいことかなと思うのですけれど

も、一応今後のあれでいくと、前に役場周辺の開発の関係とかで福祉会館とか世代交流多目的施設だ

とか、そういう大きなものも予定、いつになるかわからないですが、そういうのも目に入ってきてお

りますね。そうすると、またお金が随分かかるのではないかなということもあります。 

 それで、評価という言い方をしたのは、玉村町とすればこの何年間の間のときにこの財調がおよそ

幾らぐらいのところを切ってしまうとまずいとか、これ上限があればいいのでしょうけれども、どの

辺のところが、とりあえず柔軟性だとかそういうのを考えたときにいいところなのかなというのがも

しありましたら、教えていただければと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） 総務課長。 
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              〔総務課長 高井弘仁君発言〕 

◇総務課長（高井弘仁君） 財政調整基金につきましては、あればあるほどいいわけでありまして、

それにこしたことはないのですが、今の段階で何とか１０億円程度は置いておいたほうが、いろんな

事業に対しての対応がうまくいくのではないかというふうに今考えているところであります。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

 ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） 歳入で町税が２．５％減っていますね。これの主な要因はどういうところで

すか。 

◇議長（柳沢浩一君） 税務課長。 

              〔税務課長 月田昌秀君発言〕 

◇税務課長（月田昌秀君） １つは固定資産税でございます。平成２７年度は３年に１度の評価がえ

の年でございます。土地につきまして下落傾向に毎年ありましたので、毎年その修正はしておりまし

たが、２７年度におきましても幾らか緩やかにはなっていますが、下落傾向。そんなこともありまし

て、固定資産税も下がっております。土地、家屋も新築がそれほど、前年並みということもありまし

て、伸びていないということもあります。償却資産につきましても、やっぱり減価償却で、設備投資

もあるのでしょうけれども、まだ結果が出ていないので、何ともその辺が読みが難しいところなので

すけれども、それほどということで、固定資産税が減額されるというふうに見込んでおります。 

 それと、法人町民税です。税制改正で減税になったということも見込みまして、１５％の減を見て

おります。そんなところをその辺総合しまして、約２．５％の減を見込まざるを得ないかなというふ

うに推測させていただきました。 

 以上でございます。 

◇議長（柳沢浩一君） ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） 法人税については、町内にある企業で２６年度、倒産したのは何件ぐらいあ

るのですか。 

                                         

◇議長（柳沢浩一君） 休憩します。 

   午後３時１９分休憩 

                                         

   午後３時１９分再開 

◇議長（柳沢浩一君） 再開いたします。 
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◇議長（柳沢浩一君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 大谷義久君発言〕 

◇経済産業課長（大谷義久君） 特に大きな倒産という把握はしてございません。 

◇議長（柳沢浩一君） ９番町田宗宏議員。 

              〔９番 町田宗宏君発言〕 

◇９番（町田宗宏君） 歳出について質問してもよろしいですか。 

◇議長（柳沢浩一君） はい。 

◇９番（町田宗宏君） ３点ほど質問しますが、まず目的別です。農林水産業費が５７．７％減にな

っていますが、その理由。 

 それから、土木費が４７．２％増になっています。その主な理由。 

 それから、性質別では物件費が８．９％増になっていますが、この内訳はどんなものでしょうか。 

◇議長（柳沢浩一君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 大谷義久君発言〕 

◇経済産業課長（大谷義久君） 農林水産業費につきましては、道の駅の建設事業で２６年度でざっ

と５億円ぐらいあったものががくんと減った関係だと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 高橋雅之君発言〕 

◇都市建設課長（高橋雅之君） 土木費でふえている原因というのが、２７年度から文化センター周

辺の区画整理事業を一般会計のほうで始めますので、その事業費等がふえているというふうに思って

います。 

◇議長（柳沢浩一君） 総務課長。 

              〔総務課長 高井弘仁君発言〕 

◇総務課長（高井弘仁君） 平成２７年度の玉村町の予算の参考資料のほうをよく見ていただくと、

その辺の内容も詳しく書いてあると思いますが、主に補助費とかそういう部分が多く出ていると思い

ます。例えば道の駅がこれから始まります。そこのほうの補助費として１億円以上の計上をさせても

らっております。そういうものが中心で、物件費のほうが伸びているというふうに考えています。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

 １０番三友美惠子議員。 

              〔１０番 三友美惠子君発言〕 

◇１０番（三友美惠子君） 今年度の予算は大分ハード面の整備にお金、予算が向けられていまして、

ハードの面では大分これからいい町ができていくのかなと思いますが、町長のさっきの方針の中で持

続的な町の発展につながるような施策を考えていくということで、これから超高齢化社会、本当に高

齢者の対策をしていかなくてはいけない。介護保険も上がるということで、高齢者に対して今回の予
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算の中で町長が一番持続的な町の発展につながるような対策をとっていこうという、これからの将来

に向けての施策が考えられていたかどうか、町長にお伺いします。 

◇議長（柳沢浩一君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） やはりきょうのいろんな場面で介護費が非常に高くなっていくということで、

天井知らずで上がっていくだろうと予想されるわけでございます。 

 そういう中で、健康寿命をいかに延ばすかという。今までは寿命を延ばすということで、ただ寿命

を延ばすのではなくて、健康寿命をいかに延ばすかということでございます。そういう中、町として

はいろんな施策をとってきたのですけれども、今一番力を入れているのは居場所づくりでございます。

居場所づくり、そして特にその中で私は長寿社会の中ですから、長寿会をもっと充実していきたいな

と思っています。これが充実していないと、今ちょっと弱体化しているというのが現状でございます

ので、この辺をことしの２７年度の大きな課題として、長寿会を活発化させるということと、それに

あわせて各地区、全地域に居場所づくりを進めていくと。元気な高齢者をつくるということが一番大

きな、これをしないともう町の財政はなっていかなくなるのではないかなと考えております。 

 多分居場所づくりについては、非常に当町は担当が非常に一生懸命やってくれておりまして、町村

では恐らくトップぐらいの居場所づくりができていると思っていますけれども、これをもっともっと

うちの居場所づくりの担当は群馬大学に呼ばれたり、県に呼ばれたりして講演会にも顔を出している

ぐらいの一生懸命やってくれていますので、これをもっともっと玉村町として伸ばしていくのが、今

年度の大きな、この予算の中のテーマかなと考えております。 

◇議長（柳沢浩一君） １０番三友美惠子議員。 

              〔１０番 三友美惠子君発言〕 

◇１０番（三友美惠子君） 健康寿命を延ばす。これ一般質問でここのところをやっていきたいと思

いますので、またしっかり聞いていきたいと思います。 

 それから、５ページの寄附金です。これはふるさと基金だと思うのですけれども、この２，４００万

円の根拠を教えていただけますでしょうか。 

◇議長（柳沢浩一君） 総務課長。 

              〔総務課長 高井弘仁君発言〕 

◇総務課長（高井弘仁君） 根拠と申しましても、正確に予想が立てられるものではありません、寄

附ですので。ただ、今年度より多く予算を計上しているということの中では、先ほど町長のほうもお

話ししたかと思うのですが、要するに今のふるさと寄附の見返りではないのですけれども、いろいろ

な市町村の中で各市町村のものを特産品等を出して、ふるさと寄附のほうをお願いしているという状

況のほうが、非常に各市町村いろんなところでちょっと過度になり過ぎているかなという部分もあり

ますけれども、そのような競争をしているというふうなところもあります。テレビでもＮＨＫ等でも
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やっておりましたのを見たかとも思うのですけれども、それを当町におきましてもただ見ているだけ

では、やはりほかの市町村におくれをとってしまうというところがありますので、寄附の約３割程度

までは特産品のほうをお送りして、その辺のふるさと寄附のほうを今年度の額よりも相当かなり多く

見ていると思うのですけれども、寄附のほうをいただけるのではないかというふうに思います。それ

から、カード決済のほうも寄附のほうを行うということも町長のほうからお話があったと思うのです

けれども、そういうこともやりますし、いろんな面において寄附のしやすさ、それから物の特産品の

いいものをお送りして、寄附のほうをたくさんいただきたいというふうに考えております。 

◇議長（柳沢浩一君） １０番三友美惠子議員。 

              〔１０番 三友美惠子君発言〕 

◇１０番（三友美惠子君） 根拠とは、２６年度どのくらいだったかをちょっと聞いてみたかったの

ですけれども、２６年度どのくらい寄附があったのかと。あと、寄附を出したのはどのくらいあるの

かというのはわからないですか。玉村町が寄附がどのくらい出ていっているのかなという。 

◇議長（柳沢浩一君） 総務課長。 

              〔総務課長 高井弘仁君発言〕 

◇総務課長（高井弘仁君） ２６年度、まだ終わっていませんので、どんどん今寄附が来ている状況

であります。まだまだ来ています。２月の現在で集計しましたところ、３２０万円ほどあったと思い

ます。それで、内容につきましてはまだ主に今食肉市場の肉のほうを寄附額の約１割から３割の範囲

で送っております。それを先ほども申し上げたとおり、２７年度につきましては全体を３割程度まで

その辺を上げて、寄附のほうを多くいただきたいというふうに考えております。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 次に、日程第３４、議案第２７号 平成２７年度玉村町国民健康保険特別会計予算に対する総括質

疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 次に、日程第３５、議案第２８号 平成２７年度玉村町後期高齢者医療特別会計予算に対する総括
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質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 次に、日程第３６、議案第２９号 平成２７年度玉村町介護保険特別会計予算に対する総括質疑を

求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 次に、日程第３７、議案第３０号 平成２７年度玉村町介護予防サービス事業特別会計予算に対す

る総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 次に、日程第３８、議案第３１号 平成２７年度玉村町下水道事業特別会計予算に対する総括質疑

を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 次に、日程第３９、議案第３２号 平成２７年度玉村町宅地造成事業特別会計予算に対する総括質

疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 
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 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 次に、日程第４０、議案第３３号 平成２７年度玉村町水道事業会計予算に対する総括質疑を求め

ます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 これをもって、平成２７年度玉村町一般会計予算ほか７会計予算に対する総括質疑を全て終了いた

します。 

                      ◇                   

〇予算特別委員会の設置・選任の件 

◇議長（柳沢浩一君） お諮りいたします。 

 議案第２６号 平成２７年度玉村町一般会計予算から議案第３３号 平成２７年度玉村町水道事業

会計予算までの８議案については、議員全員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託の上、

審査することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２６号から議案第３３号までの８議案については、議員全員で構成する予算特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定をいたしました。 

 ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、玉村町議会委員会条例第６条第

４項の規定により、議員全員を指名したいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議員全員を予算特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第４１ 議案第３４号 工事請負変更契約の締結について（たまむら道の駅（仮 

              称）建設工事） 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第４１、議案第３４号 工事請負変更契約の締結について（たま

むら道の駅（仮称）建設工事）を議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 
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◇町長（貫井孝道君） 議案第３４号 工事請負変更契約の締結についてご説明申し上げます。 

 たまむら道の駅（仮称）建設工事につきましては、平成２６年７月９日に議会の議決を経て、玉村

町大字福島４５番地の２、田中建設株式会社玉村支店、取締役玉村支店長、小林多恵夫が、消費税込

み２億６，４６０万円で契約しております。 

 本工事は、道の駅本体建物の建築工事でございます。変更理由といたしましては、建設工事と並行

して進めておりました出店者及び関係機関との協議の中で、商品などの陳列方法や保存方法、器具の

レイアウトなど利用者の視点から再検討した結果、設備品等の変更及び追加が生じました。このこと

により、変更増金額が３，２７４万５，６００円、うち消費税２４２万５，６００円となり、変更後

の契約金額は２億９，７３４万５，６００円、そのうち消費税が２，２０２万５，６００円となりま

した。 

 平成２７年２月２０日に建設工事変更請負仮契約を締結いたしました。つきましては、地方自治法

第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） ただいま町長のほうからある程度の説明を受けたのですが、これを見ますと

本体のほうが当初は２億６，０００万円で受けたと。そうしたところ、いろいろな陳列の方法、それ

と設備の方法で、前にも言ったとおり、この請負金額から見ますと１割以上の増加だということで、

これ正直な話、設計コンサルタントがたしか入っていると思うのですけれども、その点はどこへ頼ん

だのだか、ちょっとお聞きしたいのですが。 

◇議長（柳沢浩一君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 大谷義久君発言〕 

◇経済産業課長（大谷義久君） ユイ建築工房というところでございます。 

◇議長（柳沢浩一君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） そこは、やはりこういうものに対しての経験度は持っているのですか。とい

うことは、経験があるかないかで、やっぱりこういうことが起きてしまうと、非常に正直な話、これ

５％ぐらいだったらどこでも許せるのですけれども、やはり１億円を超えてしまうと、はっきり言っ

て専門ではなくなってしまうのです。素人になってしまうのです。その点はいかがなものかと。いか
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がなものと言っても、出てしまったものなのだから、これしようがないのだけれども。 

 いろいろこれを見ていくと、これみんなわかり切っていることなのですね、設備のことからこれを

見ていきますと。だから、この辺がただどかんと建屋をつくってしまって、その中で半分に切ってし

まって、それでいいやと。そんな方法でやったら、最初たしかコンサルティングを頼んでやるから大

丈夫だということで、あのときはたしか７００万円ぐらいのコンサルト料がついていたような気がす

るのです。これはちょっと高いぞということで半分以下にした経緯があるのですけれども、その点は

反省していますか、町としては。任命責任、今のはやりの。 

◇議長（柳沢浩一君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 大谷義久君発言〕 

◇経済産業課長（大谷義久君） 反省といいますか、結局最初に利用者の意見というのが余り入って

いなかったという点については、もちろん反省をしております。最初の段階でかなりの議論が必要で

あったというのは事実だと思います。 

◇議長（柳沢浩一君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） そうなのですね。当初いろいろ聞いて、言いわけを聞きますと、肉のケース

が違ってしまったとか言っているけれども、それ自体はそんな大きな金額ではないのですけれども、

はっきり言って肉の駅ですね、食肉が入るということは当初からわかっていたわけです。だから、そ

の辺がやはり研究が足らなかったと、申しわけないのですけれども。その辺があるので、今後やって

しまったことだからもうしようがないのだし、建築もあそこまで９分どおりいっているし、それなの

で、今後はこのようなことがないように、町としていろんなものをやる場合に、設計予算から１割以

上飛び出たら指名停止。いや、本当なのですよ。そのくらいのことをやらないと、これは誰でもでき

るなということになってしまう。今正直な話、皆さん知っているかしらないけれども、３Ｄのプリン

ターがあるぐらいだから、素人でも何でもできる時代になったのですよ。だから、その辺もやっぱり

プロならプロらしく、もっとちゃんと意見を聞いてやっていただきたいと。そうでなくも、こういう

ことが出ると、町民が何だこれはとなってしまうのですよ。変な話、もう電話かかってきて、いろん

な人が聞いて、いろんなことになると、どこかいってしまったのではないか、幾千かと。こうなって

しまう話になるので、なるべく疑惑の持たれない方法でやっていただきたいということは、それなり

のプロのコンサルティングを使ってもらいたいということです。はっきり言って、やはりかかるとい

うことは、疑惑のもとになります。その辺をひとつよろしくお願いします。 

◇議長（柳沢浩一君） 答弁はいいかな。 

◇４番（笠原則孝君） 答弁はやりようがないでしょう。 

◇議長（柳沢浩一君） ５番齊藤嘉和議員。 

              〔５番 齊藤嘉和君発言〕 
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◇５番（齊藤嘉和君） 笠原議員が今言ったことにつながるのですけれども、私もこれ設計の段階で

瑕疵があったのか、それとも設計は万全ではないにしても、まあまあの仕様書が出たのか。というと、

建築受注業者が受注金額のミスがあったのか。私は設計業者に瑕疵があったのか、建築業者のほうに

瑕疵があるのか。やっぱりそこら辺の責任の明確さというのですか、そこら辺はやっぱりこの際はっ

きりさせたほうが私はいいと思うのですけれども、町長、どうですか。 

◇議長（柳沢浩一君） 副町長。 

              〔副町長 重田正典君発言〕 

◇副町長（重田正典君） 先ほど経済産業課長からも話があったかと思うのですけれども、最初委託

するときの内容が、町の計画がちょっと浅かったということにあると思います。ですから、実際の話、

先ほど笠原議員からも話がありましたけれども、肉の駅で食肉が出るのだったら、もう少しどのよう

なものを使うのかというものもはっきり精査しながらやっていけばよかったのでしょうけれども、大

体聞いたところによれば、平積みのショーケースだとか、そういうことでいいのではないかというも

とで発注した段階が、ちょっと町として手落ちがあったのではないかということでございます。 

◇議長（柳沢浩一君） ５番齊藤嘉和議員。 

              〔５番 齊藤嘉和君発言〕 

◇５番（齊藤嘉和君） 平積みだ、何積みだはいいのですけれども、道の駅の直売があったり、いろ

んな売り物がある。それは玉村町に限らず、どこの道の駅でもそういうものがあって、レストランと

か厨房があって。多かれ少なかれ、細かい受注業者が決まっていなくても、いずれにしてもどこかに

こういう受注業者が、またこういう配管が必要だとか、何が必要だとか。それは大ざっぱには、私は

多分仕様書の段階で把握できなくてはいけないと思うのです。それで、事業者が決まってから配置が

えがあって、それはしかるべきなので。ですから、町が発注するときの仕様書が少し舌っ足らずとい

うか、あったのか。また、設計業者がそこら辺をもう少し全体の道の駅だとか、そういうのを研究し

たときにはこういうものも必要だというのを少し計算するのが足りなかったか。やっぱりそこら辺は

今後、笠原議員も言いましたけれども、今後のことについても当然いろんな問題が係ってくると思う

ので、私はこのまま予算の上限がないからいいやではなくて、私の希望としては、いずれにしてもど

こに瑕疵があったのか、町の発注というか、町の段階でミスがあったのか、設計の段階でミスがあっ

たのか、建築業者が見積単価が少なかったのか。やっぱりその３つのところにどこか、私に言わせれ

ばミスがあったのではないか。そんなふうに私は思うのです。そこら辺、何か今後対策というか、考

える気持ちはありますか、ないですか。 

◇議長（柳沢浩一君） 副町長。 

              〔副町長 重田正典君発言〕 

◇副町長（重田正典君） 齊藤議員おっしゃることはもっともだと思います。町としてもここまで来

て、今からというのもなかなか難しい話ですけれども、今後の話なのですけれども、極端な話を言い
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ますと、何年に仕上げなくてはならないというものであっても、はっきり内容が精査できないものに

ついては繰り延べるぐらいの決断を持って当たっていきたいと考えておりますので、よろしくご理解

お願いいたします。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第４２ 議案第３５号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議につ 

              いて 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第４２、議案第３５号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に

関する協議について議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第３５号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について

ご説明申し上げます。 

 本案につきましては、組合の規約変更について、別紙のとおり組合組織団体間において協議の上、

定めることになっておりますので、議会の議決を求めるものでございます。 

 規約変更の概要につきましては、群馬県市町村総合事務組合の組織団体である太田市、館林市、板

倉町、明和町、千代田町、大泉町及び邑楽町で構成している東毛広域市町村圏振興整備組合が、平成

２７年３月３１日限りで任意解散することに伴い、組合組織団体及び共同処理事務に関する別表の改
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正を行うものでございます。 

 ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第４３ 議案第３６号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委託に関す 

              る協議について 

◇議長（柳沢浩一君） 日程第４３、議案第３６号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委

託に関する協議について議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第３６号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務委託に関する協議

について提案説明を申し上げます。 

 本案につきましては、消防に関する事務等を伊勢崎市に委託することに伴い、地方自治法第２５３条

の規定により、伊勢崎市と協議することについて議決を求めるものでございます。 

 消防事務につきましては、市町村合併による伊勢崎佐波広域市町村圏振興整備組合の解散に伴い、

平成１７年１月１日から新伊勢崎市に委託をしてきました。本年３月３１日をもって委託の期間が終
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了することから、引き続き伊勢崎市に委託したいと考えております。 

 協議の概要を申し上げますと、委託する業務内容についてはこれまでどおりとしていますが、委託

料を算出するための経費の案分方法が変更になります。これまで人口により案分していましたが、新

たな委託では地方交付税法により算出された消防費の基準財政需要額を基準に算定することにしてい

ます。また、合併した市町村の交付税算定について、平成２６年度以降５年程度の期間で見直しが行

われることから、契約期間については５年間として、国の動向に柔軟に対応できるようにいたします。 

 ご審議の上、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第４４ 議案第３７号 町道路線の廃止について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第４４、議案第３７号 町道路線の廃止について議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第３７号 町道路線の廃止についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、平成２６年度道路台帳補正における廃止に係るものでございます。 

 主な内容は、東毛広域幹線道路建設に伴い、県管理地に取り込まれた町道部の起点、終点を変更す
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るために廃止するもののほか、斉田上之手線の延伸に伴い、斉田上之手線及び隣接町道の起点、終点

を変更するために廃止するものでございます。路線数は５路線、延長３，２８０．２８メートルとな

っております。 

 ご審議の上、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 今東毛広域幹線道路で要するに遮断されるわけですね。それが５路線あると

言ったのだけれども、その５路線をちょっと説明していただけますか。申しわけないのですが。 

◇議長（柳沢浩一君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 高橋雅之君発言〕 

◇都市建設課長（高橋雅之君） それでは、５路線、どんな路線かということで、裏についています

図面を見ていただきますと、まず最初に０２１２号線です。これは、南玉の錦野団地からずっと工業

団地に抜ける、箱石を通って工業団地に抜ける路線です。これが錦野団地のすぐ南で広幹道が来てい

ますので、これが廃止して、次のものですが、広幹道部分を除いて再認定をさせていただくというよ

うな格好になります。 

 次の図面でございます。２０７３号線でございます。これは、玉小の北側を通って給食センターの

間を抜ける線でございます。これが１路線になってございました。今度は斉田上之手線が完成するに

当たり、この玉村小学校と学校給食センターの間が斉田上之手線とダブってしまいますので、それを

除くためにとりあえず一回ここで廃止をさせていただくということでございます。 

 続きまして、２１２５号線でございます。こちらは２１２５号線につきましては、今まで花火を上

げていたところの農道でございます。南玉からずっと上飯島へ抜ける線ですか。この線でございます

が、このやはりちょうど真ん中あたりで広幹道が来ていますので、この部分を抜くために２１２５号

線をまず一時廃止をさせていただくというようなことでございます。 

 続きまして、２１４５号線でございます。これもやはり南玉地内でございますが、錦野ニュー団地

の南側ということで、すぐ南側に広幹道が走ってございますので、これも一時、一回廃止をさせてい

ただいて、また３８号のほうで再認定をさせていただくと。広幹道部分を除いて再認定させていただ

くというような格好でございます。 

 最後、２３２３号線でございます。これは、学校給食センターと玉小の間、先ほどもあったのです

が、先ほどにつきましてはまだ全線廃止をしていなかったということで、２３２３号線というのは新

たに斉田上之手線としてこの区間だけ今ダブルでちょうどこの道が通っているような格好になってい
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ますので、今回この２３２３号線をもっと北まで延ばさせていただくということで、まず一時廃止を

させていただいて、また３８号で再認定をしていただくというような格好で、今回この路線を廃止さ

せていただくということでございます。よろしくお願いします。 

◇議長（柳沢浩一君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第４５ 議案第３８号 町道路線の認定について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第４５、議案第３８号 町道路線の認定について議題とします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第３８号 町道路線の認定についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、平成２６年度道路台帳補正における認定に係るものでございます。 

 主な内容は、東毛広域幹線道路建設に伴い、周辺の機能復旧道路として建設された道路の新規認定

のほか、議案第３７号で廃止する５路線を再認定並びに分譲住宅地の開発行為により整備した道路の

所有権を玉村町に帰属した道路の路線認定をするものでございます。今回の認定路線数は８路線、延

長３，７６３．４１メートルとなっております。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 
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 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第４６ 意見第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、日程第４６、意見第１号 人権擁護委員候補者の推薦について議題と

します。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 意見第１号 人権擁護委員候補者の推薦について提案説明を申し上げます。 

 人権擁護委員の推薦については、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を聞いて

候補者を推薦することになっております。 

 意見第１号で推薦させていただきました髙橋詔一氏におかれましては、人権擁護委員として平成

２１年７月１日より２期にわたりご活躍いただいております。本年６月３０日で任期満了となります

が、今後も今までの経験を生かし、ご活躍いただきたく推薦するものでございます。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（柳沢浩一君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 
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◇議長（柳沢浩一君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案に同意するとの意見とすることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（柳沢浩一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案に同意するとの意見とすることに決しました。 

                      ◇                   

〇散  会 

◇議長（柳沢浩一君） 次に、議事の都合により、３月４日から３月１１日までの８日間、休会とい

たします。 

 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会といたします。 

 なお、３月１２日は午前９時までに議場へ参集願います。 

 大変ご苦労さまでした。 

   午後４時散会 


